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第1霊 バルナッシアン持句抄 (前集)

第 1章 パルナッシアン詩句抄 (前集)

アンドレ･シェニエ

(1762-1794)

｢おヽ ミューズ等よ-･｣より

ミューズ等よ､知るや､我れ歩きより田園を慕い､

つねに好んで丘山を排掴したりき｡

甚しき世路の労苦を忘れはて､

醜聞かまびすしき宮仕への憂さを捨て､

帰らんかな田園に､聞くならくその昔

バビロンの野に隠れたる官 への損 のごとくに､

よき友あり､子あり､美しく賢さ妻あり､

手に一巻の書ありて､たもとおる森や木立､

欲心なく､憂いなく､悔いもなく､

ただ愛す閑適の心地よさ｡



寂しさこそよしとせむ､この従の世に･･･

夕べには草蔽う碧福を出で､

たもとおる丘や谷､

眺むるや､落日に染まる空の色､

遠山のいただきに沈む夕陽､

静かなる心に諒 を垂れ､黙然と

想いに耽るこの悦楽こそ賢けれ｡

また高さに登りて臨む長さ大河の

讐れに似て静かに流れる碧水､

臓 に映る丘や家並､木立､

夕雲に花飾りをつける赤き入日｡

VoussavezsitouJOurS,desmesplusJeuneSanS,

MesrustlqueSSOuhaitsm'ontpoJteverslechamps;

u,jeveux,1gnOrantlemondeetsestravaux,

Loindusuperbeennulquel'eclatenvironne,

Vivrecommejadis,auxchampsdeBabylone,

Ontvecu,nous°it-on,cespとresdeshumains

AvoiramiS,enfants,epousebelleetsage;

E汀er,unlivreenmain,debocageenbocage;
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第1霊 バルナッシアン詩句抄 (前集)

Elegies,Ⅱ,(ⅩⅣ)

Savourersansremords,sanscrainte,sansdisirs,

Unepaixdon上nutb上enn'igalelesplaisirs.

Doucemelancolie!aimablemensongere,

Quand,Sortiverslesoirdesgrottesreculees,

IIs'egareapaslentsaupenchantdesvallees,

Etvoitdesderniersfeuxlecielsecolorer,

EtsurlesmontslointainsunbeauJOureXplrer.

Damssavoluptesage,etpensiveetmuette,

IIs'assied,sursonseinlaisseCombersatete.

Ilregardeasespieds,damsleliquideazur
Dufleuvequis'etendcommelu主calmeetpur,

Sepeindrelescoteaux,1estoilsetlesfeuillages,

Etlapourpreenfestonscouronnantlesnuages.

1791年の夏の作とされている｡ラトゥシュ版では ｢エレジー

集｣のⅩⅣ番目に配列されている｡エレジーとは ｢悲歌｣の意

であるが､古代では六歩格と五歩格とからなる二行連句

(distique)で構成される形式の詩のことであって､主題は様々

であった｡

フランスにはルネッサンス期に導入され､十八世紀には主と

して恋愛の嘆きなどを主題として流行した｡

3



シェニエのエレジーの詩篇は､大体田園詩poisierustiqueで

ある｡田園で生活する閑かさ､詩作と学問に平穏に暮す悦び､都

会の俗人共に調子を合わせるために伴狂する要のない気楽な

日々､しかしシェニ工においてこの平和には一抹の哀愁､淋し

さが伴っている｡

テオクリトス風の自然描写に聖書の場面が加わったこれらの

田園詩は､あたかも陶淵明や漢執六朝の古詩を読むような趣き

すらある｡

実際シェニエはr詩経Jの断片を読んでいて､その佳句を自己

の詩嚢中に取り入れる意図をもっていた｡かれの r詩経Jに関
フ ラ ン ソ ク ･ ド ･^ ン '}1 ヂ 1

する知識は､友人FrancoisdePangeの教示や､とりわけDu
T A,TL

Haldeの ｢支那帝国全誌｣(1735年)に由っている｡このイエズ

ス会士の著書は､ヨーロッパにおける東洋学の勃興に大いに寄

与したのであった｡シェニ工と r詩経Jについては別に述べた

い｡

｢盲人ホメロス｣より

見よやヘラクレスはその梶棒もてつぎつぎに討取ったり､

クラニス､デモレオン､リュコタス､そしてリッフェ､

あの名にし負う先祖譲りの金色の雲彩の
*だら
斑あるたてがみを振り乱すケンタウロスを｡

4
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第1霊 パルナッシアン詩句抄 (前集)

Idylles(ouBucoliques),L'Aveugle

Herculeetsamassueentassententropheie

Clanis,Demoleon,Lycothas,etRjphee

Quiportaitsursescわns,detachescolores,

L'hereditaireeclatdesnuagesdoris.

若者三人が森の中で盲目の老人に会う｡町へ招かれた盲人は

幾つかの神話の場面を吟講する｡即ちかれはホメロスその人で

あった､という長篇詩poemeの一部分である｡神話の諸場面は

宿妄画の連続として提示される｡このシェニエ風のq'uaYd品 (戟

縁絵)は､後にルコント･ド･リールが塔襲し､形式的洗練を

試みるジャンルである｡

オヴィディウスのr変身評JXBに語られたケンタウロス族とラ

ビテス族との戦闘が､あたかもパルテノン神殿のメトープに飾

られた彫刻を見るように彫塑的に描写される｡第二行は固有名

詞の羅列だけで一句が構成されている｡ギリシャ語はこうした

固有名詞自休にも昔象的美がそなわっており､充分に詩的であ

るとシェニエは考えていた｡

ケンタウロスはイクシオン(最初の親族殺害者)と雲との間に

生まれた怪物である｡第三行 (原詩第四行)のこうした典故を

含んだ凝縮された語法は､シェニエをしてパルナッシアンの先

駆者となすものである｡

∫



｢楚囚の女｣より

人の世の暗い北風に涙しっ､うな垂れつ､

今日はまた望みあらたに名産 を仰ぐ､

日々の味は嘗けれど､甘く美しき日々もあるもの｡

ゎが胸に巣ごもる轟聾の見果てぬ夢､

島尾 の壁がどんなに重く圧しかかろうと､

希望の羽根はくじけはせぬ｡

軌 ､馬刺しの網を逃れたうぐいすは､

広島にもまして声高らかに､楽しげに

広野の空に期けていくもの｡

tZ
美しい人生の旅路の果ては､まだまだ進か｡

若々しい稔の並木が植えられたこの道を

私はいま辿りはじめたばかり､

萩しい重箱 の箸 はこれからはじまる､

なみなみと注がれた乾杯のさ蓋1こ

私はまだほんの竺tjtを動ナたばかり｡

いまはまだ人生の春､あゝ 収穫の秋を見たいもの､

春から秋-四季を経めぐる大隈のように､

私もまたわが一年を生き終えたい｡

たおやかな肉身の茎に花園の誉れとばかり花咲きながら､
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第1霊 バルナッシアン持句抄 (前集)

千
まだ明け初めの朝の光を見たばかり､

あゝ 私もまたわが一目を生き終えたい｡

- rオー ド篇J

Moijepleureetj'espere;aunoirsoumedunord

Jeplieetrelevematete.

S'ilestdesJoursamers,ilenestdesidoux!

L'illusionfecondehabitedamsmomse上n.

D'unepnsonsurmoilesmurspとSentenvain,

J'ailesai1esdel'esperance:

Echappeeauxreseauxdel'oiseleurcruel,

Plusvive,plusheureuse,auxcampagneSduciel

Philomと1echanteets'ilance.

Mombeauvoyageencoreestsiloindesafin!

Jepars,etdesormeauxquibordentlechemin

J'aipasselespremiersapelne.
Aubanquetdelavieapeinecommence,

Uninstantseulementmeslevresontpresse

I.acoupeenmesmainsencorpleine.

Jenes°isqu'aupnntemps,JeVeuXγoirlamoisson;

Etcommelesoleil,desaisonensaison,
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Jeveuxachevermomannee.

Brillantesurmatlgeetl'honneurdujardin,

Jen'aivuluireencorquelesfeuxdumatin,

JeveuxachevermaJOumee.

β

Odes,bJeuneCaptlVe

斬首を間近かにひかえた若い詩人シェニエ (32歳)が､生へ

のせつない愛惜の衷情を同獄の若い女性の欺きに託して歌った

名品である｡ジャコバン派の恐怖政治によってシェニエよりも

十日程前にサン･ラサール牢獄に囚えられたエメ一･ド･コワ

ニ-なる女性は当時25歳､美貌才智を兼ねたいささか奔放な侯

爵婦人 (離婚していたが)であった｡

この美しく才ある女性を永く人々に偲ばせるよすがにせんと

して作った詩であったが､その当の作者は刑死し､女性の方は

翌月に情夫とともに解放された｡

ビンダロスとホラチウスを二大源泉とするオードに､このよ

うな近代的哀愁を盛りこんだのが､シェこ工の手柄である｡ま

た相称形六行詩は､従来は12音綴に6音綴を交えるのが普通で

あったのを､12+8音綴を以て断行したのも､シェニ工の工夫

である｡

北村透谷の r楚囚之詩J(1889年)が想起される｡この詩で

は､主人公が花嫁と獄舎を同じくし､後にかれ一人がとり残さ

れる.獄窓に飛来した黛を彼女の魂と思う董りがある｡



第1霊 バルナッシアン詩句抄 (前集)

rイアンプ篇J

Iambes,Ⅴ(Ⅸ)

｢一 日の末路の陽光か｣より

一日の為 義の陽光が､末路の夕風が､

美しい今日の勘 を賑わすように､

首斬り台の足下でなお歌琴をかき鳴らそうぞ｡

つぎはいよいよ俺の番､

J一
死を触れるあの黒衣の亡霊徴集更が､

孝義の番卒奴らを率きつれて､

長い廊下いっぱいに俺の名前を響かせるだろうよ｡

Commeundemierrayon,commeundenierzephyre

Animentlafind'unbeauJOur,

Aupieddel'echafaudj'essayeencormalyre.

Peut-etreest-cebient6tmomtour.

Lemessagerdemolt,noirrecruteurdesombres,

Escortid'infamessoldats,

Remplirademommomceslongscorridorssombres.

シェニエの獄中生活は四ケ月に及んだ｡その間己れを苛虐す

る者への抑えきれぬ怒りと痛罵を､3枚の細長い紙片に細字でぴ
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っしりと書きつづった｡それがこれらのイアンプである｡これ

らは汚れた下着類の間に清かに匿されて漣族の下に届けられた｡

上記の一第は､1794年熱月七日､刑場に赴く直前の朝に作られ

たものと信じられている｡

イアンプとはアルキロコロス (BC7世紀)に由来するギリシ

ャ語短長格の課刺詩であるが､シェニエはこれを12音綴と10音

綴の交代するフランス語形式に工夫して､近代説刺詩のジャン

ルに生彩を放った｡

アルフレッド･ド･ヴィニー

(1797-1863)

｢狼の死｣より

あ ､ゝ｢ひと｣という名をもちながら､われらは

恥ずべきである｡何とわれらの女々しいことよ｡

いかにして黙々とわが生命を捨てるべきか｡

狼よ､汝こそよくそれを知る者ではないか !

かつて世に聞えた巌劫のかずかずを見るに､

沈黙こそ偉業というべく､義兵はすべて龍執 こすぎぬ｡

汝もまた試みよ､学問と思索をかさねて､

JO



第1霊 バルナッシ7ン持句抄 (前葉)

このような誇りたかい克己の高みにまで､

汝が魂をひたすらに向上せしめよ｡

叢林の獣にすぎぬこの俺がまずその亀鑑をしめした｡
わめ

泣くも､喚くも､祈るも､みなひとしく女々しいわざだ｡

運命が召遺したおのれの道に雄々しく麟みこんで､

辛く長い難難の道程を/&陣 として歩めかし｡

しかる後､この俺のように黙々と耐えて死ねよかし｡

- r運命J

Hilas!a1-JePenSee,malgrecegrandmomd'Hommes,

Quej'aihontedenous,debilesquenoussommes!

Commentondoltqultterlavieettoussesmaux,

C'estvousquilesavez.sublimesanimaux!

Avoircequel'onrutsurter陀etCequ'onlaisse,

Seullesilenceestgrand;toutleresteestfaiblesse.

Ildisait:くくsitupeux,fa主squeton且mearrive,

Aforcederesterstudieuseetpensive,

Jusqu'acehautdegredestoiquefierte

Ob,naissantdamslesbois,j'aitoutd'abordmonte.

Gemir,pleurer,prlereStegalementlache.

Faisenerglquementtalongueetlourdetache

Danslavoieoblesortavoulut'appeler,

Puis,aprとS,commemoi,souffreetmeurssansparler.》

h MoltduLoup

FtJ



ヴィニーもまたパルナッスの先駆である｡その例証として

｢古今詩集｣中の ｢ローマ貴婦人の水浴｣が挙げられる｡なるほ

どこれは- 詩の作りようはそれ程巧みであるわけではないが

- エレディア等のパルナッシアンの画面にも比すべき轟等轟

である｡

しかしヴィニーの傑作はやはり適作詩集 r運命Jであり､ヴィ

ニーがパルナッスの先駆たるゆえんも､r運命Jの詩篇に見られ

る美学倫理にある｡この芸術哲学が高踏派的詩精神の骨格をな

すものであったからである｡

猟師に追いっめられてもはや逃げ道のないことを悟った狼が､

妻子の犠牲となって銃弾を受け､黙々として死ぬ ｢狼の死｣は､
ポエム

よく構成された長詩であり､簡漁で言うべきことのみを言って

いる｡

名を重んじる名誉への情熱と､自己犠牲という超越者なき宗

教､かれの詩が言わんとするものは､こうしたイデーのみであ

る｡そうした思想の精髄を簡熟 こ形象化するために妄客という

道具立てを用いるにすぎない｡

なお､狼のこの寡黙をロマン派拝情詩の自己蕗出過剰な長口

舌-の説刺とみる解釈も成立しうるであろう｡

｢牧人の家､Ⅰ｣より

もはや無いJのんびりと歩く旅の楽しさ､

ふと立ちどまり遠くの音に耳傾けたり､馬車の遅れや､
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第1霊 バルナッシアン詩句抄 (前集)

予期せぬ難所に迂回をしたり､柚すり合う旅の軌 こ､

思わぬ友とめぐり合い､談笑に時のたっのも忘れる楽しさ､

夜遅く人里離れた山家に辿り着く楽しさ､それらはもう過去のもの !

距離と時間は征服された｡悲しいかな､科学は

地球の鳥観 に一本の直たる道路を引いた｡
たく

世界は我らの工みによって狭陰になり､

赤道はもはや些細な小さい梅に過ぎない｡

もう偶然は鮒 ､｡だれしもが各々の線路を∈っていく､

出発の時から行先の分っている一本の軌道の上を､

黙々として冷ややかな計算ばかりに没頭して-

- r運命J

｢牧人の家､Ⅱ｣より

だがわれらの精神は敏速にして四通八達の働きをするものだ､

浄刺たる精力を威したこの兵器庫を開け放て !

見えざるものこそ実在だ､鼠 こは音 の世界があって

そこにこそ触れ得ざる財宝が満載されているのだ｡

- r運命J

Adieu,voyagestents,bruitslointainsqu'on6coute,

Leriredupassant,Iesretardsdel'essieu,

Lesdetoursimprevusdespentesvariees,

Unamirencontre,1esheuresoubliees,

]3



L'espoird'arrivertarddansunsauvagelieu.

Ladistanceetletempssontyaincus.Lascience

Traceautourdelatentunchemintristeetdroit.

LeMondeestretreciparnotreexperience,

Etl'equateurn'estplusqu'unanneautropetroit.

Plusdehasard.Chacunglisserasursaligne,

Immobileauseulrangqueledepartasslgne,

Plongedamsuncalculsilencieuxetfroid.

MaiSnotreesprltrapideenmouvementsabonde;

Ouvronstoutl'arsenaldesespulSSantSreSSOrtS.

L'invisibleestreel.Lesamesontleurmonde

Obsontaccumul色sd'impalpablestresors.

14

hMaisondeBerger,Ⅰ

LaMaisondeBerger,Ⅱ

｢牧人の家｣には､ヴィニーが思惟した重要な主題のすべてが

歌われている｡なかでも今日とりわけ目を惹くのは､近代文明

社会における機械の跳梁や求利炭釜の横行を､反俗の白眼を以

て痛属した説刺詩の部分である｡

まずそのⅠは､鉄道への攻撃である｡鉄道とその上を走る蒸

気車とは何物か?随劣貴欲な商業主義と､人間の精神の未来に



第 1霊 バルナッシアン持句抄 (前集)

盲目な科学とが交購して生まれた唾棄すべき怪物である｡既に

1842年にヴェルサイユ路線で脱線事故が起り､死傷者164人を

出した｡死者57人のうちにはヴィニーの友人デュモン･デュル

ヴィルもいた｡蒸気車が ｢喰りを上げる盲いた鉄の雄牛｣であ
クルマ

るなら､現代の車は､都会の汚溝を走り回る鉄の ドプネズミと

言えるであろう｡現代詩にこの車を罵倒する哲学的謡刺詩が存

在しないのは､どういうわけであろう?

そのⅡは､人間の未来が精神にあることを説いている｡精神

こそ超速で空間を往来する万能の飛行休ではないか｡精神は､

牧人の曳く屋台車に積載された兵器廠である｡何故われわれは

精神の開発に精励しないのか?

｢詩人の日吉己｣より

下焼な獣らは群れをなす｡獅子はただひとり砂漠を歩く｡同様に､詩人もつねに

独歩するものだ｡(r詩人の日記｣､1844年)

怒りさわがず､天を恨まず､こころ静かに絶望していること､それこそ英知の姿

である (同､1832年)

名誉､それは義務の詩である｡(同､1835年)

--名誉とは意識の高い昂揚であり､男性的な真筆な心のなかに存する今日ただ

ひとつの生きた宗教である｡(同､1836年)
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私は人間を愛する｡人間を憐れむ｡私にとって自然とは､屈辱的な永続性をもつ

虚飾にすぎない｡そしてこの自然の舞台上に､人間という高貴なはかない操り人

形が投げ出されているのである｡(同､1835年)

人間の書いたもののうち､詩と哲学の書のみが尊重するに価する｡学問の書は､記

憶の中に蓄積された事実や言葉の集りにすぎない｡知識は､詩や哲学という建造

物の､飾り､かすがい､塗装にすぎないのだ｡(同､R.サバチェ所引)

Lesanimauxlache5VOntentroupes.Le lionmarcheseuldamsledesert.

Qu'ainsimarchetoujourslepoete.

Le Joumald'unpoete,1844

Undesespolrpaisible,sansconvulsionsdecolereetsansreprochesauciel,est

lasagessememe.

ibd.,1832

L'honneur,C'estlapoesiededevoir.

ibd.,1835

〔Ilpenseque〕...…1'honneurestlaconscienceexaltee,etquec'estlaseule

religlOnvivanteaujourd'huidamslescoeursm負lesetsinceres.

ibd.,1836

J'aimel'humanite.J'aipitied'elle.b natureestpourmoiundecorationdont

16



第1霊 バルナッシアン持句抄 (前集)

1adureeestinsolente,etsurlaquelle estjeteecettepassagとreetsublime

marionnetteappeleel'homme.

ibd.,1835

Iln'yaquedeuxchosesaadmirerdamslesecritsdeshommes:1eurpoisieou

leurphilosophic.Lesoeuversdesciencenesontqu'uneaccumultaiondefai一s

oudemotsdamslamemoire.Le savoirn'estriens'iln'estl'omementou

l'appul,Oulecimentd'unmonumentphilosophiqueoupoitique.

ibd.,

r詩人の日記Jは,かれが信頼する知己Louishtisbonneの手

に託して適したものであり､1867年高特派詩壇のまさに結成さ

れんとする時に刊行された｡

ここには､当代の読者に絶望し､後世の ｢精神｣にしか読まれ

ることを欲しなかった孤独なかれの思索が､哲学政治文学に関

する見識､内奥の苦悩や信念や感情が､｢鏡の割れた破片のごと

く｣散らばっている｡

この日記はまさに激情の冷たく結晶化した､或いは｢叩き落さ

れた額の皇｣とも言うべき内容と密度の高い散文詩であり､詩

集 ｢運命Jに迫るほどの精神的緊張をそなえている｡
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テオフィール ･ゴーチエ

(1811-1872)

｢序帝｣より

こと ごとし血まうるさLと､

ヮィマールのき砧 にひと り､

ハフィズの喬希を摘みたるゲーテを舟 Lと､

鍾せる書斎の窓を打つ

世上の嵐を藤森にして､

ゎが作 したる r螺細と宅乳 ｡

CommeGoethesursondivan

AWeimars'isolaitdesc血oses

Etd'Hafizeffeuillaitlesroses,

Sansprendregardeal'ouragan

Quifouettaitmesvitresfemies,

Moi,j'aifaitEmauretCame'es.

Jβ

r螺細七宝集]

EmauxetCamees,Preface



幕l霊 バルナッシアン詩句抄 (前集)

すでに青年時より雲衛を 巨重義の理論を固めてきたゴーチエ

は､1852年 (41歳)に､19世紀詩壇の最良の成功作のひとつ

である r煉細七宝集Jを刊行した｡これはルコント･ド･リー

ルの r古代詩集｣刊行と同年である｡

r螺細七宝集JEmauxetCamiesというタイトルは､イタリ

ア･ルネッサンス後期の彫金家チェリーニ (1500-1571)が

宝石箱の蓋に彫ったサインである｡

この詩集によってゴーチエは､高騰派のコレーゴス (古代ギリ

シャの合唱団長)となった｡ほとんどの詩が､宝石細工的文体

と言われる八音綴で書かれたこの詩集は､1850年頃の第二共和

制の世粉を白眼に見た芸術家の工房で離蹟された美術工芸品で

ある｡

ナポレオンによる戦雲はドイツにも広がり､1806年フランス

軍はワイマールに入った｡砲声をよそにゲーテは､ペルシャ詩

人ニザミやハフィーズの研究に余念がなかった｡その当時の

ゲーテに己れをたとえた芸術の工匠ゴーチエの､避俗の姿勢を

これらの作詩に見るべきである｡

｢白の長調 シンフォニー｣より

にJ.しJ:ラ
これは良癌えるものなき女性の一人､

ゆくりなくも凡常界に降臨して､
さ

その肌の白きこと氷河に射す

冷やかな月明りにも似て､

19



血轟まばゆさパロスの石の

素白なるその肩さきには､

極北の夜の笑より

目にみえぬ秀氷の降るごと｡

これは雪の重電か､あるいは冬が

慶んだ白のスフィンクスか?

おゝ 冷ややかにして静かなる氷の肌の

この心をだれが溶かすことができようか!

冶露点垢のこの白に､だれが

恋情のバラ色を点じ待ようか !

Decesfemmesilenestune,

Quicheznousdescendquelquefois,

Blanchecommeleclairdelune

Surlesglaciersdamslescieuxfroids;

20
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第1霊 バルナッシアン鯵句抄 (前葉)

Surlablancheurdesonepaule,

Par°saugraineblouissant,

Commedansunenuitdupale,

UnglVreinvisibledescend.

Est-celaMadonedesnelgeS.

Unsphinxblan°quel'hiversculpta,

Souslaglaceobcalmeilrepose,

Oh!qulPOurrafondlececoeur!

Oh!qulpOum mett一euntonrose

Damscetteimplacableblancheur!

EmauxetCamies,SymphonicenblancmaJeur

さる北欧美人の肌の白さをコケットリーたっぷりに描写した､

やはりゴーチエの詩想の華麗さを代表する作品であろう｡イ

メ-ジは清楚で形容は絶佳である｡一帯のマ ドリガル (女性-

の凝ったお世辞)であるから､深みには欠ける｡

1848年 (37歳)頃の作とされる｡モデルは当時バリ第-の美
▼ lJ - h レ ル 5Jス

人と評判のあったMarieKale喝is伯爵夫人で､ ドラクロアも

その美貌に菜嘆していた｡夫人はショパンにピアノを習ってい

2J



た音楽愛好家であったので､タイトルにまで姫態をこめて献呈

されたこの詩はしかし当の夫人には見向きもされなかったらし

い｡
総じてゴーチエの詩には､こういう鷹栖なコケットリーの作

品が数多くみられる｡

｢バリの方尖塔｣より

ゎれは鏡 畠の荒 俣 よ､

ここな広場に憂き身をさらし､
ひ卓め

霜や雪､穿雨氷雨に濡れそぼち､

軌 こ壷われたこの横腹｡

その昔､お安たる天日に

まっ赤に焼けた頂針も､

めったに晴れぬこの異国では

ノスタルジアに蒼ざめた｡

リュクソールの塔門の

影漉き巨像の面前に､

亀嵩萌きわが間猿と

肩を並べて在りてし昔､

そとも動かぬ碧天に

22
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2∫

酢 臥 ､の角錐を高く差しのべ､

沙上に盗る日輪の

歩みを刻みてありてし昔｡

繕蒜や､流離のはてのこの姿､

噴水なぞの管 する公園の柱となって､

娼婦がのけぞる晋 の馬車が

往来するのを眺めておる｡

正月から師走まで､ぞろぞろと

往来するのは羊轟の範驚 ､

議会に通う広兼ソロン､

森にしけこむ女たらしの成金どもよ｡

象形文字と聖なる秘儀の

誓 う官 しきわが差笠､

う麗'りたるスフィンクスが

岩角で爪を畠ぐ国､

あ､ 地下伽藍に嘉鮎 〈響き､

高枝には隼の巣ごもる国､



石の涙を垂らしつつ想うかな､

ゎが苦始なる藁笈よ!

Surce比eplaceJem'ennuie,

Obilisquedipareille;

Neige,glVre,bruineetpluie

Glacentmonflancdejarouille,

Etmavieillealguille,rougle

Auxfournaisesd'uncieldefeu,

PrenddespaleursdenQStalgie

Damscetalrquln'esりamai畠bleu･

Devantlescolossesmoroses

Etlespy16nesdeLuxor,

Prとsdemomfrとreauxteintesroses

quenesuisrjedeboutencor,

Plongeantdamsl'azurimmuable

Mompyramydionvemeil,

Etdemomombre,suplesable,

EcrivantlespaSdusoleil!

24
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i♭d.L'ObirisquedeParis

Maisaujourd'hui,Pilierprofane

Entredeuxfontainescampe,

JevoispasserlacouJtisane

Serenversantdamssoncoupe.

Jevois,dejanvieradecembre,

I_aprofessiondesboutTgeOis,

LesSolonsqulVOntalachambre,

EtlesAJthursqulVOntauBois.

Solsacredeshieroglyphes

Etdessecretssacerdotaux,

Oblessphinxs'algulSentlesgriffes

Surlesanglesdespiedestaux,

0bsouslepiedsonnelacrypte,
Ot11'eperviercouvesonmid,

Jetepleure,6mavieilleEgypte,

Avecdeslarmesdegranit!

古代エジプトの神殿や墓地の入口には一対の方尖塔が建てら

25



れていた｡これらには大抵象形文字が刻まれている｡北エジプ

トのルクソール神殿の正面には､高さ二十米余の淡紅色花尚岩

の二つのオベリスクがあって､そのうちの-塔が1831年フラン

スに贈られ､パリのコンコルド広場に据えられた｡

ゴーチエには､コケットリーの詩がある一方で､こうした物に

託した詠懐の詩があり､とりわけ懐古詠軍部まr雑詩集J(1833-

1838)中の ｢ヴェルサイユ宮｣の例もある如く､ゴーチエの得

意とした頬であったようだ｡

この ｢パリの方尖塔｣は次に来る｢ルクソールの方尖塔｣と比

べて､後者の方が佳作の評判が高いようであるが､バリの古代

遺物に託してルイ･フィリップ時代の俗っぽい世相を憤慨した

この作品も､ゴーチエの硬骨の側面がみえて捨てたものではな

い｡

不感無覚

君の眼の奥には､人生を飽食した倦怠感が眠っている｡

そこにはもう希望も､欲望も､恋情も宿っていない｡

君の眼は光りを飲み尽し､人生を飲み干した｡

深い海が碧空を映して呑み込むように｡

青いその眼の底には､神々の退屈に似たものがある｡

ありとあるこの世の幻想が味わい尽され､

因縁因果の展転が知り尽された以上､

26
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未来は現在に､そしてもはや古びた過去にひとしい｡

君のその明畔には､無際限のものが溶けこんだ｡

そしてもはや何も映さぬその鏡の前に､

恋愛も渇を閉じて檎繁 として坐っている｡

その眼は､しかし､オリンボスの山上に肱つく記憶の神のごとく､

静かな夢想の裡になおも追い求めているのだ､

到達しがたいひとつの理念の影を-｡

- r最期詩集J

L'InpaSSible

hSatieteedortaufonddeyosglandsyeux;

EneuxplusdedesiLS,plusd'amour,plusd'envie;

Itsontbulalumiere,ilsonttarilavie,
Commeunemerprofondeobs'absorbentlescieux.

SousleurbleusombreonlitleγasteennuideSDieux,

PourqultOuteChimとreestd'avanceassouvie,

Etqul,SaChantl'effetdontlacauseestsuivie,

Melangentaupresentl'avenirdejavieux.

L'infinis'estfondudamsvoslargespruneues,

EtdevantcemirolrqulnereneChitrien

27



L'Amourdecourages'asseoit,fermantsesai1es.

Vous,cependant,avecuncalmeolymplen,

CommelaMJlemOSyneaSonSOCleaccoudie,
Vouspoursuivez,reveuse,uneimpossibleidle.

28

DemiとresPoesies

｢不惑無覚｣というのは､人生にストーリーを見ることに､あ

るいは歴史にドラマを見ることに疲弊した､あるいはそのこと

に挫折した心理の産物ともいえる｡それはまた､人生の終始を

見通した明噺の産物であるともいえるだろう｡

そしてこの明噺は､必ずしも老成の所有ではなく､青春の所有

でもありうる｡それは即ち､情熱や夢想と表裏のものなのであ

る｡不感無覚とは､ものに感じない冷然たる心とか､灰心混智

ということではない｡

一般に高騰的詩人の不感無覚が､ロマン的魂の変形された様

態であったことを､このゴーチエの詩はよく示している｡これ

は55歳の作であるが､｢人生の山上にて｣という35歳少壮の作

にも､すでに同様に己れの戟足が幻夢を担うことに疲れた倦怠

感を示しているのである｡

神さびた影が-



薫l霊 バルナッシ7ン詩句抄 (前景)

r最期詩集｣

神さびた影が陶然とした聴衆の上を滑っていた､

音楽の辞雨が空中で護り､

熱い照明を浴びた音階たちが

穀色の試某で基宝の階段を昇っていた｡

水晶の粒の旋律の雨がパラバラと

′沌 みなく円天井から落下し､

金属の響きのように心の上で音立てて懐えていた｡

L'ombrededieuplanaitsurlafouleenextase,

L'oragemusicaIruglSSaitdamslesails,

Etlesnotesmontaientsouslesardentseclairs

Avecleurspiedsd'argentl'岱Calierdetopaze.

L'harmonieusepluieauxgouttesdechstal,

Sansn≡旭chetombantdessonoI℃SCOupOle5,

Frissonnaitsurlescoeurscommesupdumetal.

Dernierespoesies,L'ombJtdeDieuplanait....‥,
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音楽会の会場で受けた聴覚的印象を､視覚的印象に転置した

ものである｡(音楽はたぶんワグナーの楽劇かなにかであろう)｡

このように音的イマージュを視覚的イマージュに重層させ転置

するのは､ゴ-チェの手法であり r牧神の午后Jのマラルメに

もこれを塔襲した詩句が見られる (22-25行)｡

詩集 rエスバーニヤJIではとりわけ､絵画作品から受ける印象

を言語的イメージに転換する芸術手法の転置 (transposition

d'art)が試みられている｡そしてそこに成立したメタフォール

や象徴から､時には若干の巌 が描き出されてくることがある｡

が､その観念はそれ自体の展開をすることのない､あくまでも

対象に密着したっつましいものである｡この芸術の工匠はむし

ろ､そうした観念の展開を意図的に忌避しているかのようであ

る｡

テオ ドール ･ド･バンヴィル

(1823-1891)

ア ドルフ ･ガイフに

イタリーの陽のような明るい金髪の

憂うつを知らない若者よ､

君のその素敵な馬鹿さ加減を大事にしたまえ｡
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rオ ドレットJ集

31

酒と美人と神々の春を愛したまえ｡

それこそ人生の知恵というものだ｡
I.LL-

それでよいのだ｡ほかのことはみな空しいよ｡

つらい運命の時にも 楽しく笑っていたまえ｡

そしてまた桜草が返り咲いたら､

その花房を君の盃に投げこみたまえ｡

肉休が基の下に閉じ込められたら､

何が残るというのだね?短い夏の
ふた み

恋に燃えた二月三月の思い出だけだ｡

(楽あれば苦ある理を知れ)と

陰気くさい瞑想家はおっしゃるが､それは

たわ言だ､たわ言だ｡ぽくらはバラを摘みとろう｡

AAdolpheGa-1'fre

Jeunehommesansmelancolie,

Blondcommeunsoleild'Italie,

Gardebientabellefolie.

C'estlasagesse!AimerleYin,



hbeaute,lepnntempsdivin,

Celasuffit.Leresteestvain.

SouriS,mimeaudestinsevとre!

Etquandrevientlapnmevとre,

Jettes-enlesneursdamstonvent.

Aucorpssouslatombeenferme

Quereste-t-il?D'avoiraime

Pendantdeuxoutroismoisdemai.

Cherchezleseffetsetlescauses,

Nousdisentlesreyeursmoroses.

Desmots!desmots!cueillonslesroses.

春

咲きにおう春は来りぬ !

リラの花ひらき､

乙女たちが ほつれた髪を

風になびかせる春｡

般鵜たり春のひかり､

32
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第1霊 バルナッシアン詩句抄 (前集)

rロンデルJ集

33

古い鳶はしおれている｡

咲きにおう春 !

リラの花ひらく春は来りぬ｡

水のほとりに寝ころばや､
い

つらかりし心の傷も癒ゆるらむ｡

望みの夢に 胸ふくらみ

心はゆたに鳴り革む｡

咲きにおう春は来たりぬ !

Le printemps

Tevoila,rireduPrintemps!

Lesthyrsesdeslilasfleurissent.

LesamantesqulteCherissent

Delivrentleurscheveuxflottants.

Souslesrayonsd'oreclatants

h ancienslien･essenetrissent.

Tevoila,rileduPrintemps!

hSthyrsesdeslilasfleurissent.

Couchons-nousauborddesぬngs,

Quenosmauxamersseguerissent!



MilleespolreSfabuleuxnou汀isSent

NoscoeursgonnisetpalpltantS.

Tevoila,rifeduPrintemps!

夏

バラの花むら胸に抱いて

浄刺の夏は光るよ｡

人も万物も燃やしている

夏の静かな崖芳しさ｡

智 びる乙女の唇に

危ない欲情を照りつけて､

浄刺の夏は光るよ､

バラの花むら胸に抱いて｡

旺ゆい地平の

神さびた光りの上を
か

王者のように夏は糊けるよ｡

告寵 をまとった臥

荒々し夏は光るよ｡

34
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第1霊 バルナッシ7ン持句抄 (前葉)

35

LIEt丘

Ilbrille,lesauvageeta,

IApoltrinepleinederoses.

IlbrOletout,hommesetchoses,

Damssaplacidecruaute.

Ilmetledesireffronte

SurlesJeUneSlevresdecloses;

Ilbrille,1esauvage丘te,

h poitrinepleinederoses.

Roisuperbe,ilplanein.ite

Damsdessplendeursd'apotheoses

Surleshorizonsgrandioses;

Fauvedamslablancheclarte,

Ilbrille,1esauvageEta.

｢最論砧去｣より

紳士ぶって澄ましなさんな !

皆さん､フランスのみが



愛すべく 神々しい

酒の国ですぞ !

霧とビールは

イギリスのもの !

ジン酒で憂うつを晴らすのは

かの国の者にまかせたまえ !

青ざめたオフェリアは

悲しげに葦辺の沼で

水花でも摘んで

いるのがいいのです !

暗い顔をした-ムレットには､

亡霊あいてに ぶつぶつと

悩ましげに言わせておけば

いいのです､くたわ言だ)と｡

でも われらフランスは

雅趣の国です｡

髄気な詩人の

無軌道ぶりを保ちましょう!

月桂樹を額に飾って

モリエールの明るさを保ちましょう
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幕1雷 バルナッシアン詩句抄 (前集)

- r綱渡りの師のオー ド集J

37

Pasdepudeurbegueule!

Am is!LaFranceseule

Estl'aimableetdivin

Paysduyin!

hissonsa1'Angleterre
Sesbrouillardsetsabiere!

bissons-1adamslegln

Boirelespleen!

QuelapaleOphilie,

Ensamelancolie,

Cueilledamslesroseaux

Lesneursdeseaux!

Qu'Hamlet,te汀ibleetsombre

Souslesplaintesdel'ombre,

Disc,accabledemaux;

(Desmots!desmots!)

Maisnous,damslapatrie

Delagalanterie,



Gardonslesfollesmoeurs

Desgalsrimeurs!

Frontscouronnesdelierre,

Gardonsl'ordeMoliere,

∫β

Odesfunambulesques,Mascarades

バンヴィルは､く最後のロマン派にして最初の高潜派詩人)(A

フランス評)である｡ロマン派といっても南欧的な黄金色の美

につつまれた限気なロマン派であり､商連で茶目っ気にあふれ

た独特な詩人であった｡ここには先ず､バンヴィルの限気な行

情家としての面目をしめす詩句を挙げた｡

かれは技巧のうちに詩想を探り､無用芸術たる詩が人生の美

化をなすことを､軽妙高雅な知性で教えてくれる詩人である｡

かれの詩は(天真らんまんな悦楽と祝祭の風であり､天国的状腰

への意志的回帰である)(ボードレール評)｡かれの世界では(育

能さえもが祝祭と無邪気な雰囲気を漂よわせる)(同)｡この

(神々しいバンヴィル)(マラルメ評)は く自己の歌をすすって生

きる神仙の蝉であり､-彼に散文なぞ存在しないかのようだ｡彼

は脚韻の神々しい戯れに投入する｡-彼は常にただ世界の坪やく

表面上のみを滑空して触れていくのみ､あたかもその下に何が

あるかを知らぬ無垢なる神の如く､というか人生を素晴らしい

夢のように冶造する気ままな奇人､悠然たる閑人の如くである｡



第1霊 バルナッシ7ン持句珍 (前集)

彼にとって現実は､現代の現実さえ､神話の記憶を通してしか

現われてこない｡この透きとおった絢嬬たるヴェールによって

人生は彩られ､偉大にされる｡かれの詩は華麗にして滋味に富

んでいる)(∫.ルメートル評)｡

｢兎｣より

わたしどもにはカント哲学の

素養はありません｡あの観念論の

ビーヒャララはわかりません｡

でも寓話作家のラフォンテーヌなら､

そりゃ膝まずいて拝みましょう｡

Nousnecultivonspa51eKant;

Sonidealeturlutaine

Rarementnousattire.Quant

AufabulisteLaFontaine,

Ilfautqu'onl'adoreagenoux;

r牧鈴集J

一一一一Sonnai11esetClochettes,hpin
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｢マドレーヌのヘンリについて｣

ダライ･ラマはありがたけれど､

マグタラのマリアは なおありがたや｡

金欄板子に嘗 れた

ダライ･ラマはありがたけれど､

マグタラのマリアさまは

義経 の義兵より お慈悲がある｡

ダライ･ラマは ありがたけれど､

マグダラのマリアは なおありがたや｡

- r綱渡り師のオー ド集J

J'adoreassezlegrandI.ama,

Maisj'aimemieuxbMadelene.

Avecsarobequ'onlama

J'adoreassezlegrandbma.

MaishMadeleneenl'amea

Bienmieuxquecedamasdelaine.

J'adoreassezlegrandbma,

Maisj'aimemieuxbMadelene.

Odesfunambulesques,OpinionsupHenrydeLIMadelene

(技巧のうちに詩想を探る)バンヴィルの詩法で､主要な技巧
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幕1霊 バルナッシアン欝旬抄 (前集)

は曲畠の技巧である｡何故なら､脚韻は詩句のアルモニーを作

る唯一のもの､いや詩句そのものでさえある｡もし汝が詩人な

ら､眼目の字mot-type は脚韻を伴って頑に浮かんでくるはず

だ｡

詩想が立派であれば脚韻もまた立派であり､詩想が混乱して

いれば脚韻もまとまらない｡脚韻と詩想は二にして一つのもの

である｡脚韻以外の語は熔接するもの､埋め草 (cheville)にす

ぎない-とこれがかれの理論であるから､かれの詩ではまず脚

韻が主役である｡

脚韻の曲芸はしばしば突飛な､さらには滑稽な脚韻を生み出す｡

そうして く狂詩)的な相貌を濃くしていく｡
カント カント
Kant- Quantauの脚韻は面白い｡グランラーマ- コン

ラーマ- アンラーマは､脚韻自体のコッケイ味を狙ったもの

で､｢ハーモニカの音につれてゆらめくナンセンスな､錯乱的な

オノマトベーの音列｣(r綱渡りの師のオード集1日註)にすぎ

ない｡

｢水浴びの∨氏｣より

Ⅴ氏はお偉い旦那だよ､

バレージュ温泉の

お湯をたっぷりに風呂桶に

こぼれるほどに湛えさせ､

樽のような太鼓腹

4)



日がなプラプラ揺すってる｡

(サラは気楽な娘だよ､

イリソス河の

水をたっぷり汲みこんだ

泉水の水場の上に

プランコ吊って

日がなユラユラ揺れている｡)

雲の下で蒼ざめた素っ裸の

イオー●のような ぐ曇に姿を変えたゼウスに犯されたイオーのこと｡)

亭主居ぬ間の窄み腹､

水に映ったその醗面に

波はたじろぎ

怖ろしやと払い消す｡

(澄みとおった水の鏡に

ユラユラと

細いプランコの影が映る｡

水浴びの白い乙女は

身をかがめ

自分の顔をのぞき込む｡)

太鼓腹に巻いたベル トが

ホコリを立てて
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第1霊 バルナッシ7ン詩句抄 (前集)

水の面をかすっていくと､

露誤がおの魁 の間に､

おぞましや､

鍔足と取付け笹 がのぞけて見える｡

(前に裟えに揺れるプランコ､

ユラユラと

水の面をかすっていくと､

波たちさわぐ尭緑 のひまに

愛らしい

素足と背 がちらりと見える｡)

ここに隠れてじっとしていてごらん !

一時もすれば

鹿に変えられた猟師●のように

蔓の茂みの合間から

一糸まとわぬ

美神まがいのⅤ氏が見える!

('ァルテミス (ディアナ)の休浴の姿を盗み見

したため､鹿に変えられ猟犬に噛み殺された

猟師アクタイオンのこと｡)

(ここに隠れてじっとしていてごらん !

一時もすれば

君は熱い眼で見凝めるだろう､
JS

あの生娘が浴みを了えて上ってくるのを､

一糸まとわず

両手で胸をかくしながら!)
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だが妄想家のⅤ氏は

のろのろと

湯浴みをやめようともしない｡

いっまでもちゃぶちゃぶと

黙ったまんま､

やがてぶつぶつ噴くことは､

(でも怠けもののサラのこと､

のんびりと

プランコをやめようともしない｡

いつまでもユラユラと

黙ったまんま

やがて小声で咳くことは)

あゝ もしも私が十二月に

議員になっていたならば､

わが勢力は倍になり､

配下の者ども引きつれて

ティエール氏●の膝もとに

馳せ参じていたであろうに!

(もしも私が長者の奥方か

44

(●この鱒の鯛作は1846年4月.ティエールは

この頃甘粕の座をギソーににとられ､共和主

義的プルジ事ア左瀬を事いて二月掌命の実

弟に葬めていた.)
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45

スルタンの王妃であったなら､

香水入りの風呂に入ろうか｡

山吹色の石の湯舟につかろうか､

玉座のそばで

黄金色の蛇口にはさまれて !)

演壇に登場すれば

人気の道化者､

恒例の喝采を博すだろうに､

今度こそ新時代､

立憲覚を

畠盛花すことなどないだろう｡

(お外でも気ままに遊べるだろう､

裸のまんま

庭を流れる小川につかって｡

暗い木立の隙間から

燃える目で

盗み見されることなどないだろう｡)

だが味方の議員の嘗 は

もうみんな

舞台裏へ向かっていく､

足どり軽く 連れだって

浮き浮きと



口に葉巻､ステッキ片手に｡

(でも仲間の娘たちは

もうみんな

畑の方へ向かっていく､

足どり軽く 連れだって

浮き浮きと

手に手をとりながら｡)

みんなはそれぞれ通りすがりに

歌の一節､

あきれた風に 声かける､

(あれあれ 太っちょ等量が

観劇の夕というに

いま頃服を着るなんて !)

(みんなはそれぞれ通りすがりに

歌の一節､

こんな悪口 入れていく､

(あれあれ 無精なサラだこと､

巌接のElというに

いま頃服を着るなんて !I

- r綱渡り師のオード集J｢水浴びのⅤ氏｣より

()内はユゴー r東方詩集J｢水浴びのサラ｣
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47

V……,toutpleind'insolence,

Sebalance,

Aussiventnlqu'untonneau,

Au-dessusd'unbaindesiege,

OBarege,

PleinJuSqu'aubo一ddetoneau!

Etcommelo,paleetnue

Souslanue,

Fuyaltunepouxvanti

Le notreflechitsaface

Puisl'e胞ce

Etrecule,ipouvanti.

Chaquefoisquelacourroie,

Quipoudroie,

PasseaneUrd'eaudamssonγol,
Onvoitdel'eauquil'evite

Sortirvite

Sonpiedhotetsonfauxcol.

Resteicicache,demeure!

Dansuneheure,

Commelechasseurcomu

Enecartantlaliane



VitDiane,

TuvenaSV‥….toutnu!

Maisunsongelevisite!

Ilhesite

Afinirsesdouxebats;

ToujoursV."...sebalance

Ensilence,

EtvamumuranttoutbaS:

(Ah!sij'etaisendecembre

AlaChambre,

Jegrandiraisd'unbontiers,

Etjepourraisdemomombre

Fairenombre

AcdtedemonsieurThiers!

JepourraissurmompupltTt

Faire,enpltre,

Le bruittraditionnel,

Et,commenpntuneautreとre,

Neplustraire

LeConEStt'tutionnel.I)
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幕1霊 バルナッシアン欝句抄 (前景)

Etcependantdescoulisses

Sescomplices

Voれttonsprenantlechemim

Voicileurtroupefrivole

Quis'envole,

Cigareauxdents,Stickenmaim

Enpassantchacuns'etonne

Etchantonne,

Etluiditsurl'airduTra;

くOht1avilainechenille

Quis'habille

SitaJtLunsoird'Opira!)

Odesfunambulesques,V......lebaigneur

脚韻技巧の曲芸は､道化的脚韻を生み､さらに(韻を潜んだ新

しいコッケイ言語)である狂詩 r綱渡り師のオード集j(1869

年､46歳)を生んだ｡奇抜な脚韻に加えて頭韻法が誇張され､語

呂合わせが頻りに用いられる｡

主題は何でもよい｡新聞の切り抜き､雑報､雑誌の記事などが

手当りしだいにテーマになる｡ルイ ･フィリップ時代の某将軍

とか某小男､文壇に進出してきたノルマリアンへの皮肉など､当

時の世相が親刺の対象となる｡今は知るよしもない固有名詞が

脚韻にのせられる｡そこで1873年には作者自身による自証が付
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録され読者に供された｡

この詩集の独自なところは､脚韻それ自体をコッケイの主要

な要素としていることと､既往の有名な詩のもじりで出来てい

ることである｡

バンヴィルは言う､文学は今日もはや絶頂に来てしまってい

る｡文学は今後､それ自身のパロディによって立っていくしか

ないであろう｡このもじり趣味､話語趣味は､今日の拝情詩の

源泉となり得るだろうと｡

パロディとは常にもじる作品の高名さと俊秀さに対する称謀

である｡そこで大抵はユゴーの rオードとバラード兼Jr内面の

声｣､そしてとりわけ r東方詩集Jの作品にもっとも粉本の種が

求められる｡ヴィヨンのもじりもある｡

こうした乱刺やもじりを卓絶した技巧によって永続的価値を

もつ作品となすこと､r綱渡り師のオード集Jはそうした野心の

産物であった｡

わが国における狂詩の伝統が明治末期に断絶してしまったよ

うに､フランスの詩埠においてもこの種の試みは跡を屈むもの

が事々として絶えているようである｡
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集2霊 バルナッシアン詩句抄 (中集)

第2章 パルナッシアン詩句抄 (中葉)

ルイ ･ブイエ

(1822-1869)

櫓こぎ唄

秋風ふいて､あゝ

雁は飛んで､あゝ

射す日も執 こ､あ､

胞に想いは､あゝ

船はたに､あゝ

さらさらと､あゝ

わが唄につれ､あゝ

恋しきゃ､あゝ

年ふれば､あゝ

森は菜点れた｡

草野も枯れた｡

こころ細さや｡

とめどなや｡

寄る波はや､

答うるかの､

愛らしや｡

あの子のことが､

忘らりょか｡

(武帝)
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自由な老人

日が昇りゃ 野良に出て

宵の暗みに 家にもどる｡

水が欲しけりゃ わしが井戸

喰いもの欲しけりゃ わしが畑､

帝さまなど､わしゃ知らぬ l

(無名氏)

LaChan$OndcsRan cs

Boischenus!ah!ventd'automne!

L'Oiseaufuit!ah!l'herbe estJaune!

Le soleil,ah!S'estpali!

J'ailecoeur,ah!bienrempli!

Sousmane†,ah!1'eaumoutonne,

Etrepond,ah!monotone,

A momchant,ah!sljoli.

QuelsregI℃tS,ah!1'amourdonne!

L'agearrive,ah!puisl'oubli!

52
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集2霊 パルナッシ7ン蘇句抄 (中集)

(L'empe reurYou-Ti)

Le Vieiuardlibre

Pret,desl'aube,adeloger,

Jerentreaveclanuitnoire;

J'aidamsmompuitsdequoiboire,

Damsmomchampdequoimanger.

Al'Empereursuis-JepaSetranger!.

(Auteurchinoisinconnu.)

ルイ･プィ工の名は今日ほとんど忘れ去られている｡せいぜい

フロベールの友人であったという位でしか､文学史には記憶さ

れていない｡かれは高塔派の先駆者のひとりであり､次のルイ･

メナールと並んで当時 (1850年頃)の古代研究･東洋研究の見

本を示す学者詩人であった｡Louis-Hyacinthe Bouilhetと

いう芳雅な名をもっこの詩人は､医学生であった青年時代は､フ

ロベ-ルの父の指名によってルーアンの市立病院のインターン

となっていた｡痩身にして美麗の少々内気なこの医学生は､つ

ねに懐中に手帖を携え､暇を盗んでは詩をしたためていた｡

ルーアンの片田舎で､青年プロベールとプィエは互いに啓発し

あいながら､のちの高騰派の美学に類似した理論を練り上げて
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いた｡プィエはラテン語に精通し､古代作家の完蟹を旨として

いた｡｢暇をかけて意想を練り､ゆっ.(りと書く｣､これが彼の

方法であった｡｢この世で真実なものは､推態され彫琢された文

章のみである｣というフロベールの戯言のなかに､かれら二人

の美学は要約されている｡

rメレニスJ(1851年)はデビュー作で衰退期のローマの生活

を､絵画的描写によって再構成した｡そして当時の考古学や考

証的研究の成果をふんだんに利用している｡即ちプロベールの

rサランポーJ(1862年)の方法である｡パリに於ける詩劇の上

演に成功して一時盛名は上ったものの､結局かれは無名の生涯

を終えた｡1848年の革命に際してかれもまた共和思想に信念を

失い､文学のみに専念して余の事を冷眼祝した｡凡俗な常識が

横行し､不徳がはびこる当時のブルジョア社会を嫌悪して､古

代や極東の世界に逃避した｡大洪水 (洪積世)以前の世界の既

に消滅した動植物から､人類の消滅以後までを描いた科学詩 r化

石](1858年)や､一連の支那詩篇はこういう事情から生まれ

ている｡いろいろと意にかなわない世俗生活の心根の寒さを慰

安したのは､中国語の勉強であったという｡かれは不治の病い

であった蛋白尿症がもとで四十八歳で卒した｡

｢一時の名声 (popularite)は急ぐ者を追いかけていくが死後

の名声 (gloire)は待つすべを知っている者に帰す｣とはかれの

書簡中の文句である｡しかし ｢ルイ ･プィェの栄光が大きなも

のではないと言っても公正を欠くことにはならない｣というの

がマルチネ教授の厳しい評言である｡

r最後の歌Jはプィエの死後フロベールの手によって刊行され
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た｡ここには注目すべき若干の作品が見られる｡また､四篇ほ

どの中国古代詩の仏訳も収録されている｡プィ工の中国詩に対

する関心は､唐末の律詩ではなく､それ以前の歌謡休の古代詩

にあったようである｡ここに掲げた彼の作品は､次の原文を自

由訳したものだろう｡

払底追号白雲飛 草木黄落今晩毎簸

蘭有秀今菊有芳 懐佳人今不能忘

汎塩姐今済粉河 横中流今亀墓政

策穀鳴今姐 歓楽極骨壷蛙畳

少壮幾時今盃老包｡

(秋風軒､漢 武帝)

日出而作､日入而息､

聖井而飲､耕田而食､

帝力何有於我哉｡

(亮伝､撃牧歌)

｢櫓こぎ歌｣は大体下線部のみをひき抽いて訳したものだが､リ

ズムについては原詩を忠実に移している｡即ち､原詩の ｢四言

+今+三言｣あるいは ｢三言十号+三言｣を､｢3綴+ah+4綴｣

あるいは ｢3綴+ah+3綴｣に移転しているのである｡漢詩は

r詩経J以来もともと民衆の歌であり､四言句を主とする楽曲歌

謡の形式であった｡(それに周末の r楚辞Jの三言句法が融合し

て､漢代以降の五言詩や七言詩が生まれたと言われている｡)ブ

イエが興味を寄せたのは､こうした所謂楽府体の歌謡的古詩で

あったようだ｡
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排律特

Ⅰ

詩は十二行に蘭 して､

句は七言のりずむにのせる､

ふと口もとについて出る

薮畠の拍子はこれが鼻息

休止なしのぎゃろっぶ調､

世間並みでは我慢がならぬ

ちょいと変わった詩人がたには

珍重すべき詩風なるべし｡

とつこつ
突冗たるこの韻律で

夜のねぐらに居る烏は､

月明かりに吟ずべし､

李太白の詩の一節｡

Ⅱ

風は巌ぎ､汝は漸 く｡

わが祖国の船乗りたちよ､

どうかあの造かな中華の国へ

わたしを運んでいってくれ給え､
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∫7

筆写 の誤れの来るそのまえに

せめて願うて出来るものなら､

かの老子の道教寺院の

発達の音を聴きたいものよ｡

けなげな野辺にしおらしく

まだ見ぬ執 こあくがるる

青い繰ある金の心の

夢想の花が咲いている間に｡

Ⅲ

あゝ 天はわれを欺けり､

なんぞ酔狂の文人たる我れを

あくせくと営為にせわしき

ゴーロワのいかつさ国に生み落としたる?

わしが背なが折れ曲がり､

肩ひしげたるもこの重荷ゆえ｡

もそっと大きな強い損 に

この役回りはまわすべし｡

わしが願いはもともとに､

柳の根もとに草しいて､



気ままに酒でも傾けながら､

悠々自適の里暮らし!

Ⅳ

Young-hao､もう淋しうないぞ､

わしは巴里の都を棄てて逃げてきた｡

これからは中華の国の

礼節ただしい大官暮らし｡

余生の夢はこころ静かに

悠々自適に過ごしましょ｡

嘉島の警 がわしがため
と̀王It

地下の扉をあけるまで｡

いつ
何日のことやら知らねども､

その日がきたらわしの息子が､

家宝の箱にそっと競ってくれるで しょ

ゎが天帝の爪の烏韻 を.･････

Ⅴ

にし書
金銀錦の目もあやな

森轟びやかな飾り立て､

二十の真南 の鎖をかけて､
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59

先祖の包達のまします部屋に

木目もあらたなわしが腎 は､

夜空にひかる星のごとよな｡

燦然たり瑠璃の宝玉､
ナf ナがね

娘然たり鈴鉦の清音｡

貰 らはここにつどいて

しつけよき幼き者らに

おごそかに説くらむか､

先祖を祭る道のとうとさ｡

Ⅵ

かくて我れ､嘉もなき

美にこころ奪われ､

山を越え､谷を渡りて､
はる

なお行かむ路の香けさ｡

かくて我れ 風雅に痩せて､

ひたすらに濁りこもりて､

ゎが新しきりずむの晶 こ､

つまぐるや詩句のから糸｡

おゝ 秀でたる民の読者よ､



ぉ､ 叡知ある夫人の国よ､

おヽ 四頭立ての古代の馬車よ､

我れ小子､汝を拝す｡

VersPa一･lui･chi

I

L'echodouzefoisfrappe

Parleversseptfo主scoupe,

C'estlacadenceopportune

D'uncoupletbienechappi.

Cegalopsanshalteaucune

Sembleunebonnefortune

Atoutpoとtetrempe

D'unefaGOnpeuCOmmune;

Etsurcerythmeescarpe

L'oiseau,d'ombreenveloppe,

Reciteauclairdelalune

L田 VerSdeLi-tat-pi.

Ⅱ
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Le flothennit,leventcrie.

Matelotsdemapatrie,

Versl'EmpireduMilieu

Emportez-moi,JeVOuSPne,

joinqueJepulSSeunpeu,

Avantledenieradieu,

Ecouterlasonnehe

DescouventsdeLao-tseu;

Tandisquedamslaprairie

S'ouvreayeccoquetterie

Toncoeurd'orhordedebleu,

0fleurdelareverie!

Ⅲ

--･---以下 原詩省略

ルイ･プィエの作品は､1891年のルメール版全集に収められ

ている｡そのなかの r花づなとアストラガルJという奇題をも

つ詩集中のある種の小品などにはゴーチエの完成度に迫るもの
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がある｡ ド･ゴール将軍がある会話の中でその一節を引用した

という艶詩もここにある｡｢その栄光は大したものではない｣と

評されるかれの詩業のなかで､しかしながら今日大いに私の興

味をそそるのは､やはり ｢最後の歌Jに録された一連の中国詩

篇である｡これらは新しい律動の秘訣をもとめ､より困難な詩

作方法を修得しようとして試作されたものである｡彫塑性は芸

術の第-特性であり､できるだけ意想にイメージを付与しなけ

ればならぬが､しかしプィエにとって､詩は読まれるべく作ら

れねはならぬ｡律動の間違った文章は胸を圧迫し､脈拍を乱す､

と彼は言う｡

｢排律詩｣は､中国の七言句のリズムをフランス語七音綴の歌

謡調にひき移そうと苦心したものである｡プィエの古代中国の

風俗慣習の知識は､好古的趣味の範囲を出ずるものではないよ

うに思えるが､こうした作詩上の工夫はさらに改めて評価され

るべきであろう｡(ちなみに排律詩とは､律詩八句をさらに引延

したもので､プィエの詩句は十二行にわたっている故にかく名

づけたのであろう｡)
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ルイ ･メナール

(1822-1901)

ニルヴァーナ (蓮華)

宇宙の欲望は､生者の群れを餌食にしようと

待ち構えている｡そこへ衆生一切は､あたかも

飛んで火に入る夏の虫､みなっぎつぎにやって来て､

この欲情の業火にかれらが麹を焼き尽くすのである｡

幸いなるかな､人生への希望も愛着も､また恋も捨て､

あらゆる適薬の根底を知りつくし､迷うことなく

はかない一日の生の喜びを侮蔑して､

ひたすら真実の大道を宴鮎として歩み行く人は｡

ゎたしもまた悉皆の存在を慮触 する｡

果てしない輪廻転生の空しい幻影にはや倦み疲れ､

聖なる虚無よ､いま緑 するは汝の夢なき眠りだ｡

仮の世のただなかにあって唯一の真実なる､唯一の不動なるもの､

すべてがそこに在り､そこより出で､そこに帰す､

諸物の源泉にして究極なる三界の浄域よ､いざ､わたしを呑み込め !

- r神秘主義的異教徒の夢想｣
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NmVANA

L'universeldesirguettecommeuneproie

Le troupeaudesvivants;tousviennenttouratour

A saflammebrBlerleursailes,comme,autour

D'unelampe,1'essaim desphalとnestoumoie.

HeureuxqtJISanSregret,SanS eSPOlr,SanSamour,

TranquilleetconnaissantlefonddetouteJOle,

Marcheenpaixdamsladroiteetveritablejoie,

Dedaigneuxdelavieetdesplaisirsd'unJOur!

Neantdivin,JeSuispleindudegoOtdeschoses;

hsdel'illusionetdesmetempsycoses,

J'imploretonsommeilsansreve;absorbe-moi,

Lieudestroismondes,sourceetfindesexisten∝S

Seulvrai,seulimmobileauseindesapparences;

Toutestdamstoi,toutsortdetoi,toutrentreentoi!

ルイ･メナールはその在世当時から､一部の知故人をのぞいて

世間に知られることの少なかった人で､早くからすでに忘れら

れた人物であり､まして日本ではあまり紹介されることもなか
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った.そこでまず彼の経歴を簡単に述べなければならない｡

まず1843年に哲学的な詩篇 r解放されたプロメテウスJを偽

名で発表｡これはボードレールの切実的書評を受けた｡ボー ド

レールはルイ･ル ･グラン校での同窓生であったが､メナール

の方ものちに r悪の華JIを乾評してこれに応酬した｡二人の反

目関係は互いの奉ずる文学理念の相異からは必然のことであっ

たろうが､メナールの文学的経歴からすれば惜しむべき事件で

あった｡

彼はそれから化学に没頭し､傷口の被膜や写真湿板の感光膜

に使用されるコロジオンなる物質を発見した｡1848年の革命の

頃は熱烈な共和主義者としてブルードンの新聞を編集､十五ケ

月の懲役と国外追放の憂き目にあう｡イギリスに亡命中にカー

ル ･マルクスと知り合い､コミュナールになった｡

帰国後は古代研究と美術研究に没入､ルネッサンス以降の絵

画史の著作や彫刻史の論文をものし､自らパルピソン村で絵筆

をとってバリのサロンに出品もした｡ルコント･ド･リールの

r古代詩集Jと同年に詩集を刊行したが､結婚生活の破綻などで

失意の生活が始まる｡1860年に r哲学者以前のモラル｣(これ

はルナンの示唆を受けて書いた博士論文)､1863年に rギリシ

ャの多神教について｣､1876年に文人的傑作とされる r神秘主

義的異教徒の夢想Jを発表｡これら一連の古代研究の著作は､当

時のへレニストやパルナッシアンの枕頭の青となった｡

その他に､女性の果すべき役割について論じた｢キリスト教の

起源研究｣､r古代東洋史人 それに彼はまた言語学者でもあり

r言語学Jの著作もある｡
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コミューヌ以降はその過激思想で次々に友人を失い､長年の

友人ルコント･ド･リールとも疎遠になり､孤独な晩年を送っ

た｡モーリス･パレスは彼の忠実な弟子にして友人であり､rス

パルタ紀行｣はメナールを架空の同伴者としている｡

そのパレスに従えば､彼はく才能の濫費者)であった｡詩人と

いうより文人というにふさわしい｡r哲学者以前のモラル]など

は､ギリシャ宗教の幽暗なところを､化学の分子の結合や反樺

などをもち出して説明しているという｡知的刺激に富んだその

思考は､彼をしてバンヴィルをはじめA･フランスも含めてパル

ナッシアンの共通の師匠格となした｡当時の ドイツやフランス

の神話学者たちの研究成果を直ちに詩歌に同化できるような形

で普及したことにかけて彼の功績は抜群であった､とマルチネ

教授はいう｡

ここに訳出した ｢ニルヴァーナ｣にしても､これをルコント･

ド･リールの ｢ヴァ-ルミ～キの死｣などに比較すると､形象

性に乏しく平板であり､詩としてうまいものとは決していえな

い｡しかし当時はじめてフランス語に入ってきた ｢Nirv云na｣

(ロベール辞典によれば1844年に導入)というものの概念を､き

わめて簡潔に十四行のソネ中に転化することに成功している｡

ス トイ シズム

克己主義

強くあれ､されば君は自由となる｡苦しみを受け入れよ､

勇気を鍛え､自己を磨け｡内面界の王者となるのだ｡
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そして､だれしもが自己のうちに抱いている

良心という不謬の神にのみ従うのだ｡

君は君の一時の苦悩を避けたいために､

天界の星々を支配している宇宙の摂理を

かき乱そうとは思わぬだろう｡であれば黙って耐えよ､

一個の丈夫となって君の天命を成らしめよ｡

魂の不死ということは､神々のみの知るところ｡

正しさ人はただ涯なき己が業に打ち込むのみ｡

たとえある日､未来を神々の手にゆだねる時が来ようと､

かれは神々を羨まない｡何故ならかれはみずから望んで

｢義｣のためにその生命を捧げたのだから｡

神々は苦しむことも死ぬことも出来ないのだ｡

- r神秘主義的異教徒の夢想J

STOICISME

Soisfort,tuseraslibre;acceptelesoffrance

Quigrandittoncourageett'epure;s°isroi

Dumondeintirieur,etsuistaconscience,

CetinfaillibleDieuquechacunporteensoi.

Esperes-tuqueceuxqul,parleurprovidence
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Guidentlesspheresd'or,vontviolerpourtoi

L'ordredel'univers?Allons,souffreensilence,

Ettiched'etreunhommeetd'accomplirtaloi.

LesBrandsDieuxsaventseulssirimeestimmortelle;

MaiSleJuStetraVaillealeuroeuvreeternelle,

mt-ceunJour,leurIaissantlesoindel'ayenir,

Sansrienleurenvier,carlui,PourlaJustice

Iloffrelibrementsavieensacrifice,

Tandisqu'unDieunepeutnisouffrirnimourir.

r神秘主義的異教徒の夢想Jは､14篇の散文に16篇の小詩篇

を混ぜたものである｡これらに示されたメナールの思考は知的

刺激に富み､一種独特の雰囲気を放っている｡これを読んだラ

メ-という若者は､｢私も永劫界に戻っていく!｣と叫んで窓か

ら投身自殺をしたという｡当時のインテリの試金石とされたら
フ>Ii-

しいこの青の思考は､しかし煙の如く､湊としていて誤解され

ることも多かったと思われる｡私の読み得たかぎりでのメナー

ルの思想を要約すると (私は幸運な偶然によってこの奇書を手

に入れた)､およそ次の如くになるであろう｡

先ず彼の関心の在処は､もっともアジア的要素に浸潤された

世紀のギリシャ的西欧であるということである｡即ち､ソクラ

テスなどの合理主義的哲学が支配する以前の古代ギリシャ､あ
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るいは宗教と政治と詩とが一休をなしていた原始ギリシャ､そ

してアレクサンドリア時代のコスモポリタン的ヘレニスム､そ

して初期キリスト教の神秘哲学の世界である｡この点はつぎの

ルコント･ド･リールと相通じる｡第二に､彼は近代の産業主

義的唯物論による道徳的頼廃をなんらかの宗教の復活によって

救済しようと考えている｡個人や社会が一定のモラルの水準を

保ち､あるいは向上していくためには宗教が必要である｡ロゴ

スが優先的に支配してきた合理主義的西欧とは別の西欧の伝統

を模索しなければならない｡それこそ古代のアジア的ギリシャ･

ヨーロッパである｡第三に､近代が必要とする宗教は､偏狭な

一神論の専制的宗教ではない､多神論的宗教polytheismeであ

る｡これを懐抱するには､古代詩神話の象徴の解読が必要であ

る､と彼は言う｡

古代のギリシャ神話にしてもエジプト､あるいはインド､ある

いはキリスト教神話にしても､その表現にまとうシンボルの相

異があるとはいえ､根底には共通した原理が一貫している｡そ

こでキリストは即ちクリシュナであり､またユダヤの仏陀でも

ある｡プロメテウスもヘラクレスもキリストも受苦による自己

純化という原理を洞察すれば､全く同列に拝臨されるべき神々

である｡プラ トンはギリシャのモーゼである｡キリス ト教の

｢主の祈り｣は､共和主義の理想と全く同じことを異なる表現で

述べているにすぎない｡カトリックの教会理念とヴォルテール

的革命思想はなんら背反するものでなく､ふたたび同盟さるべ

き原理である｡メナール流のこうした象徴解読は､しばしば魅

力ある詩的直概をもってなされる｡たとえば､プロメテウスは
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柱に縛られゼウスが通わした鷲によって内臓をえぐられながら､

その内臓はまた次々に生まれかわるが､この神話形象は祭壇に

据えつけられた炎が､空から到来する風に吹きまくられ揺れも

だえているさまの象徴である｡かくして､プロメテウスもゼウ

スもヘバイストスもアテネ-もみなひとしく火や光に古代人が

各々の幻像をまといつけた神々として同列に杷られうるのであ

る､と｡宗教は人間社会の相互の精神的幹を強め､個人の内面

に規則を与える｡十一月の霧深いパリの基地に今でも多くの人

が死者たちを訪う風習の意義を述べた ｢死者たちの日｣などは

好文であり､これらの散文や詩に-真しているメナールの道徳

感覚は､おおいに好感がもてるのである｡

昆虫の起源

(ラビ教の口伝)

神が創造の仕事を終えて､その出来栄えに満悦していたとき､背後のほうであ

ざ笑う声が聞こえた｡それは魔魁のサタン､例のごとく天界軍の中央にふんぞり

反っている｡主なるエホバは言った､｢君ならもっと上手くやれるというのかね｡｣

｢多分ね｡｣｢それじゃやってみ給え､お手並みを拝見しようじゃないか｡｣

サタンは､神が四つ足の獣や水中を泳ぐ魚や空中を飛ぶ烏や人間を作ったあの

創造の粘土の浅ったのを拾い上げた｡だが､それはもうほとんど乾いてしまって

いて､いざ担ねようとすると､細かい刀簡 こ砕けてしまった｡｢これじゃ俺の考え

ているような寸法には出来はせぬ､といってまだ神の息吹きのただよっている

出 の水を使うのもしゃくにさわるしな｡｣
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第2霊 バルナッシアン持句抄 (中集)

そこでサタンは (水のかわりに)陽光の一条を取ってこの破片に命を吹きこん

だ｡出来たのは蝿､かぶと虫､蟻､それに蜂､バッタ､蝶々であった｡天使たち

がどっと笑った｡

神は言った､｢こんな小さいものでわたしの造ったものに対抗しようというのか

え｡｣

｢大きさなんかはどうでもいいだろう｡あんただって鯨より人間のほうを自慢し

ているではないか｡こいつらは小さいが､それはつまり命の炎を包んでおくに足

りるだけの､なるだけ重くならないほんの少しの土くれしか使わなかったからさ｡

こいつらがどんなに高く跳ねたり飛んだりできるかごらんなよ｡人間なんか生ま

れてきた土くれに縛られている｡だがバッタの大群を野原に飛ばせてごらんよ､

数は力なりということを見せつけてくれるさ｡人間はただの素っばだかだ｡俺は

あいつらの命を保護するに､身を守る固い甲殻と敵を食いちぎる頑丈な顎を作っ

てやった｡あいつらの骨は､休の外に付いていて外的の脅威にさらされた軟弱な

部分を守っている｡羽根がなくて落ちるやつだってあの強い腿で怪我しないよう

に出来ている｡葉っぱ一枚にでも十分に身を隠すことができるし､あの素早さで

敵から逃げることだって出来る｡食べ物だって楽なものさ､腐ったものでも命を

つないでいけるし､きれいな花をよごLも枯らしもしないでその汁を吸い取れる｡

人間はこの世に生まれ落ちたら､母朝の与える糧なしには生きていけないし､ち

ょっとでも母親に見すてられるとどうなりますかな.俺の造ったやつは母親なん

ぞ知りはしない､そのかわりに俺のあんばいした摂理によって生きていく｡秋に

なれば一定の場所に卵が産みおとされ､春の初めにはそれが頼る｡人間にとって

青春は人生最良の時だ.ところが残りの半生は砂を噛むような後悔で過ごされる｡

毛虫のほうは蝶々になると､さんさんたる光をあびて飛びまわり､愛の享楽より

ほかに考えることはない｡それに俺は､快楽の時をあんなふうに一瞬の束の間に

は限定しなかったさ｡あんたが人間にけちけちしたようにはね-･-
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｢そんなことを言っては駄目だ｡君は天使たちの純潔を侮辱する気かね｡｣

｢まあはっきりとは言えないがね､でも俺にはもう今からでも見えるような気

がするよ｡アザゼルが微笑しサミアザがその誘惑の甘言に耳傾けるのが｡人間の

娘っこどもが長い髪の毛で恥ずかしげに体を覆ってヘムロンの山路をうろうろす

るなんていうことにならなければ結構ですがね｡｣

｢待ち給え｡未来を予見する力はわたしだけのものだ､君が口出しできることで

はないだろう｡｣

｢それじゃ､あんたが与えた知性を人間がどんなふうに使うことになるか､とう

にお見通しでしょうよ｡たぷん人間を造ったことを後悔する日がきますせ｡その

うち死者どもの阿鼻叫喚があんたのとこにも届いて来るだろうし､大地は流され

た赤い血で染まり､これを洗い流すために海の鼓をほどいたり､天の水門を開け

たりしなければならないことになりましょうや｡｣

｢わたしは人間に知性と､それから自由を与えた｡かれらが撒いた種はかれらが

みずから刈りとるだろう｡｣

｢知性は間違いをしでかすし､自由は行先に迷うさ｡俺は自分の被造物に間違い

のない本能を与えてやったさ｡蜂の独裁体制とか蟻の共和体制とかは人間社会の

模範になるだろうよ｡もっともこの模範をうまく模倣できるのがザラにいるとは

思えないがね｡先崖よ､俺は俺のつつましい被造物で､あんたの朝廷の反対をや

ってのけたんだ｡うまくいったかどうかは､あんたが決めることだ｡｣

エホバは莞爾として笑って言った､｢さて､ほかの話をしよう｡｣

- r神秘主義的異教徒の夢想J

LIORIGINEひESINSECTES

(traditionrabbinique.)
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第2霊 バルナッシアン欝句抄 (中集)

QuandDieuCutachevelacreation,etaumomentobils'applaudissait

desonoeuvre,ilentenditderriとreluiunhremoqueur.C'etaitSatan,

.‥ (以下原文省略)

ルイ･メナールは､時代錯誤的なベダンテイストとして忘れ去

られるべきだろうか? 多神論を説き､古代神話を解読して宗

教によるモラルの救済を述べたてる彼の根底には､こういう醒

めたシニスムが一方にあった｡そしてこの種のシニスムは､

我々現代人と決して無縁ではない｡何故なら､現代の産業主義

的大衆管理社会は､まさにこうした蟻や蜂のごとき存在様式に

向かうすでにその一段階であるとは言えないだろうか? そし

て我々は､この精神蔑視の不可避的傾向にさからう活力も良識

も喪失しはじめているのである｡

ルコント･ド･リール

(1818-1894)

｢ヴアール三一牛の死｣より

詩仙ヴァ-ルミーキは､いたく老いにけり｡
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げにも幻世のことごとの従しごとは､あたかも

錆筆のかろやかに跳びゆくごとく過ぎ逝きぬ｡

かれ端 すでに百､ほとほと浮世に倦んじしかな｡

いまははや､永劫の空に舞いあがらむと

暗きおのが巣の縁に蘭 はたたき荒ららぐ鷲さながら､

｢霊魂｣は､人間苦界の蛭桔をのがれいで､

虚底の世界のはるか彼方に錨りゆかんと還るなり｡

古への神々また英雄を歌い盛ぎたる詩人にして､ついに

かの寂滅と浬撃に想いを秘めたゆえんも蓮態なるかな｡

こころ無と化し､諸念諸慾のついには

絶え果つる至上の境の大安息よ｡

｢忘却｣という法楽の舞いただよう

夢も時刻もなき永劫の休息よ｡

J5わ
時は逝き､生は満ち､わが業は了りぬと｡

LaMortdeValtmiki

VaJmiki,lepoとteimmoJtel,esttresvieux.

Toutechoseephemとreapassedamsse§yeux

Pluspromtequelebondlegerdel'antilope.

Ilacentans.L'innuidevivrel'enveloppe.

Commel'aigle,altered'unimmuableazur,
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第2霊 バルナッシアン持句沙 (中集)

S'aglteetbatdel'aileauborddu∩idobscur,

L'Esprit,impatientdesentraveshumaines,

Veuts'enfuiraudeladesapparencesvaines.

C'estpourquoileChanteurdesantlqueShiros

Meditelesilenceetsongeaulongrepos,

Al'inneffablepaixobs'aniantitl'急me,

Autermedud色sir,duregretetdublame,

Ausublimesommeilsansraveetsansmoment,

Surqull'Oublidivinplaneeternellement.

Le tempscoule,lavieestpleine,l'oeuvreestfaite.

いわゆる (高踏派)(バルナッシアン)の盟主ルコント･ド･

リールの r古代詩集JPoとmesantiques(1852年)は､まず冒

頭に七篇のインド詩篇が並び､次に三十七第のギリシャ･ラテ

ン詩篇が､さらに十二篇の雑篇が配列されている｡

フランスに於けるインド学は､十八世紀に始まる｡そして復

古王制の下で急激に発展し､とりわけ1840年から1860年にか

けてインド古典文学の葡訳や研究が次々に出版された｡1845年

のプエルメフEugeneBumoufの r仏教史序説い こよって仏教

も西欧に紹介された｡これらは直ちに当時の詩壇にも影響して､

クリシュナとかヴィシュヌ､バガヴァッド等の固有名詞が詩人

の作品の中にも現われるようになり､幻影山usionの理論や虚無
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哲学が浸透したのである｡

ルコント･ド･リールは､インドに目をつけた最初のき寺人の一

人であった｡かれのインド詩篇の典拠は､ビュルヌフやフォシ

ュH.Fauche等の訳になる rマハーバーラタJや rラーマーヤ

ナJ､rリグ･ヴェ-ダJや rバーガヴァタ･プラ-ナJのうち

にある｡

｢ヴァールミ～キの死｣は､その rマハーバーラタJ仏語訳に

典拠しつつも､かれ独自の詩想をもって構成した､かれのイン

ド詩篇中の佳作である｡

ヴァ-ルミキⅤalrnikiは紀元前三世紀頃の古代インドの詩人｡

(詩人の始祖)と言われ､rラーマーヤナJの作者に擬せられて

いる｡

ルコント･ド･リールの詩では､かれは百歳､生きることに倦

んで孤峯頂上の樹下に坐亡して一塊の蟻塚と化す｡精神を霊鷲

に比噂した部分 (原詩7-14行)は､堅固な語句の構成をなし

てパルナッシアンの宗としてのかれの面目をよく示している｡

｢ミロのヴィーナス｣より

霊気と活力をまとう神々しい大理石よ､

凱歌の港に楚々として身っ魅惑の女神よ､

天上の楽音のごとく､また閃光のごとく純粋なる

おゝ ヴィーナスよ､肌白き神々の母よ!
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第2霊 バルナッシアン詩句抄 (中集)

r古代詩集｣

77

な
晴れわたる海原の凪ぎの姿にも似た

寂静の心の幸福の掠うべき象徴よ､

いかなる嘆きにも窟れざる非情の臥

かつて涙に曇らざるその超然の美よ｡

神々の差笠にして棲居なるへラスの島々よ､

我れなにゆえにかのエーゲの浜辺に生まれざりしか､

神々の息羨きに満ちた大地が､一声呼はえば､
いら

天空が応えつつ降臨していたあの栄えの世紀に7

熟 まくば古代の聖火をわが内裡に点ぜしめよ､

わが栄光を一基の墓石のうちに封じせしむるなかれ｡

神々の想念が天然の律呂となって由るごとく､

わが詩想をして黄金韻律の鋳型にほとばしらしめよ｡

V丘nusdeMilo

Marbresacri,vetodeforceetdegenie,



Deesseirresistibleauportvictorieux,

PurecommeuneclairetcommeuneharTnOnie,

0Venus,6beaute,blanchemeredesDieux!

Dubonheurimpassible6symboleadorable,

Calmecommelamerensaseriniti,

Nulsanglotn'abrisetonseininaltirable,

Jamaislespleurshumainsn'onttemi tabeaute.

Iles,sejourdesDieux!Hellas,meresacre!

Oh!quenesulS-)enedamslesaintArchipel

AuxsieclesglorieuxoblaTerTeinspiree

VoyaltleCieldescendreasonpremierappel!

Allumedamsmomseinlasublimeetincelle,

N'enfermepolntmagloireautombeausoucieux;

EtfaisquemapenseeenTYthmesd'orruisselle,

Commeundivinmetalaumouleharmonieux.

この作品は､ミロのヴィーナス像が人間的感情の移入された

美､優美や妖幾といった頬の美を表わすのでなく､人間的感情

を超越した非情の美､宇宙に内在する均斉調和を表象する美で

あり､このような天上の霊感の光りを浴びていた古代ギリシャ

の詩人たちへの横幕を述べたものである｡
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第2霊 バルナッシアン持旬珍 (中集)

そしてまた､感情や個性や奇異の美ではなく､純粋に古典的

な､清澄な形式美をそなえた詩を作りたいという､若きルコン

ト･ド･リールの芸術的抱負を表明したものである｡

そうした美学的な祈りconfiteorのほかに､哲学的祈りも含ま

れている｡即ち､人間の地上的生活が常に形而上の霊気と交流

し､これに珊導され薫化されていた古代のエース トへの憧憶で

ある｡

この作品の初稿は1846年であり (ミロのヴィーナス像は

1820年に発見された)､フーリエ主義の機関誌 rファランジュJ

に発表された｡当時反専制の熱烈の共和派であったかれは､謂

わはギリシャ･フーリエ主義ともいえる思想 (ギリシャ神話は

共和主義の､あるいは社会主義の象徴であるという)を奉じて

いた｡

1852年のこの稿では､その政治的主張の痕跡がほとんど削除

されているが､かれの詩の理想はつねに古代ギリシャにあった｡

ホメロス､アイスキュロス､ソフォクレス以来､詩歌にしても

人倫にしても頚廃の一途を辿ってきた｡そこで古代研究 (考古

学や文献学等の実証的学問)と詩的直観とを緊密に結合させて､

その理想に復帰することが現代の詩人たちの課題であると､r古

代詩集｣の序文は主張する｡

｢泉｣より

あつい昼の日射Lもとどかない林の奥に
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ひっそりと光る泉､

水辺には葦がたわみ､まわりには咲く

スミレやヒヤシンス｡

向こうの丘のユニシタの段々畑で

草を食む羊たちも､

捗な調べに笛吹きくらす牧人も知らない

ひっそりとしたここの清水｡

蜜蜂が群れる樫の木はいつもここに

しずかな菓蔭をさしのべ､

薫ごもりにくぐむ山鳩は首を翼にさしこんで､

ぅとうとと鳥越 むばかり｡

苔むした林では鹿たちがさも細 に

消え残りの夜蕗をすすり､

髄にひかる薫茂みを天蓋に掠しげに

毒路 線 ま眠りをむさぼる｡

jニンフ l'>
肌白い水の精は浄らかな水に侵かって､

もの思わしげに眼を閉じる｡
&*

夢まどかな彼女の失い唇には

みめうるわしい微笑がただよう｡

流れる丈長髪の雪のニンフは
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幕2霊 バルナッシアン詩句抄 (中集)

r古代詩集J

81

爺の砂州の夢路に遊ぶ｡

薄い水のヴェールに透けとおるその裸身を

撮み見る痴れものなど居はせぬが､

さらさらと寄せる細波の愛漁にうっとりと

身をまかせたあてやかな肉体を､

枝の茂みの隙間からこっそりと覗いている

好色者の彰轟 ｡

淫 らなる歓楽に患わず漏らす高笑い､
I*
珂々たる声に静寂の境は破れ､

ニ ンフは目覚め､影あおざめて､見よ､

面影もなく消え失せる｡

人里を遠くはなれた叢林の清い泉に

眠る免そかなニンフのごとく､

俗人の不浄な眼は触れることすらできぬのだ､

魂の品かなひかり､美の管 には｡

LaSource

Uneeauviveetincelleenforetmuette,



Dirobieauxardeursdujour;

Etleroseaus'yploie,etfleurissentautour

L'hyacintheetlaviole比e.

以下原詩省略

風景

オリーブの棄茂みを透して

美津昌は美しい矢を射かける｡

光の矢さきは澄んだ泉に突き 刺さ り､

水底の砂州に当たって折れ曲 がる ｡

風の音も鳥の声も聞こえない

しんとした熱い昼中､花の香りに表せた

蜜蜂たちのかすかな羽音が

野バラやユニシタの回りにうなっているだけ｡

むきだしの腕に笛をぷらさげ､

しなった枝を枕にうとうとと､

目を細めている半獣神は､

洞のニンフに損 の夢でも見ているのか｡

たわわな葉茂み､濃い日陰､
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第2霊 バルナッシアン詩句抄 (中集)

83

山羊面の牧神はたのしい夢のほくそ笑み､

その蓬髪に-羽の大きな蝶が､

溶けなんとする雪の房のように震えている｡

肥沃なアグリケントムの丘に育った､

毛なみ立派な牡牛の群れは､

銀の波がはじけ砕ける苔むした岩浜の､

潮風あつい湿った草地にうたた寝している｡

雌山羊たちは､あちこちの雑木林で､

首を伸ばして木の芽を畳んでいる｡

粗毛の牡山羊たちは､勇ましく角をかしげて､

ひたいぶっつけ荒ら荒らしい喧嘩のさなか｡

向こうには熟れ麦の畑が眠たげに広がり､

松ばやしの填ぽい道が見える｡

コリントの町並みの遠くの青海は､

磨いた金属のようにしずかに照り輝いている｡

さてそこのタチジャコーとメリッサ華の芝生では､

美青年の牧人がひとり頬杖ついて

のんびりと波間の照り返しを浴びている｡

腸に焼けた肩肌を鹿毛色に光らせて｡

俗界のうるささをすっかり忘れはて､



閑散とした空の光を味わいながら､

かれは眺める 海と林と丘と--

神さびた生命の時刻が流れる｡

Paysage

A trave一slesmassifisdespalesoliviers

L'Archerresplendissantdardesesbellesfltches

Qui,parendroits,plongeantaufonddessourcesfraiches,

BrisentleurspolnteSd'orcontrelesdursgraviers.

以下原詩省略
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r古代詩集J

r古代詩集Jのギリシャ･ラテン詩篇は､その大部分がギリシ

ャ､ローマの古代詩人の作品の翻訳あるいは翻案､あるいは摘

出による集句体､あるいは自由模倣である｡

かれはこれらの詩篇を書くためにホメロスからアポロニウス

に到る古代作品を熟読し (ホメロス､アイスキュロス､テオク

リトス､ホラチウス等については自らその葡訳を刊行した)､ま

たクロイツアCreuzer､ヤコ-ビJacob､ミュラーM山ler.シュ

リーマンSchliemann､あるいは友人ルイ･メナール (前出)等

の古代研究の著作を渉猟した｡

そしてこれらの学問的成果を踏まえた詩想を､伝統的な古代



第2霊 バルナッシアン特旬珍 (中集)

詩の定型詩型に盛ったのである｡即ちオードやエレジー､小景

請 (Idylle)や牧歌 (Eglogue)､エピグラムや/ト叙事詩などで

ある｡

これらの作品の中でとくに魅力を放つのは､数百行にわたる

長詩よりも､やはり典雅な小品形式の作品､とりわけアンドレ･

シェニエ風の額縁絵的小景詩であろう｡ここではそのなかの二

謡を訳出してみた｡

｢泉｣について ;泉水に浴する美女というテーマは古今にわた

って見られる (オウィディウス､シェニエ､ミュッセ､バンヴ

イル)｡しかし美の超越性､俗界からの美の孤立､純粋､とりわ

け不在における美の顕現といったテーマは､のちの象徴派､と

りわけマラルメの r牧神の午后]などで展開されるもので､ロ

マン派の詩人はこうした美の形而上学を意識的に言及しなかっ

たのである｡

｢風景｣について ;場面はシシリー島の南西にあるアクラガス

(アグリケントム､哲学者エンペドクレスの祖国)｡テオクリト

スの詩句を換骨奪胎のうえ創作変形して作られた作品であろう

が､この沖淡明朗の画面には一種の精神的充溢がみられる｡ル

コント･ド･リールの詩句の正確と清澄がもたらす明るさは､こ

の詩人の厭世的思想や気質と面白い対照をなしている｡

蝉

∫
蝉よ､汝はからりと晴れた住い日に生まれ出で､
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朝明けにはもう緑薫の木末のさきに住まいして､

露のしずくの一服でさも満ちたり顔に､

王公さながら機嫌よく日がな一日歌っている｡

天真無垢の邪気のない朗かなやつよ｡

向こうの丘の態の蔭では畑打つ男が､

夏を告げる汝の歌をうれしそうに聴いている｡

ァボロンにもミューズ達にも基められるお前の掃 ､

さればこそゼウスの神は不死の命を汝に与えた｡
t■▼Lt

汝が産土は迄かなる古代の土地､

目を閉じて耳傾ければその昔が鼠fるる､

おゝ アッテイカの野よ､そのてかてか照りの鴨の下で

肉も血もなく生きる汝は､さも神仙に似たるかな｡

- r古代詩集J､｢アナクレオン風オード｣より

LA CIGALE.

0Cigale,neeaveclesbeauxJOurS,

Surlesvertsrameauxdとsl'aubeposie,

Contentedeboireunpeuderosie,

Ettellequ'unrot,tuchancestouJOurS!

Innocenteatous,paisibleetsansruses,

Le gailaboureur,ducheneabrite,

T'ecoutedeloinannoncerl'ete;

Appo16nt'honoreautantquelesMuses,

EtZeust'adonneHmmortaliti!
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第2霊 バルナッシ7ン詩句抄 (中集)

Salut,sageenfantdelate汀eantlque,

Dontlechantinviteaclorelesyeux,

Etqul,SOUSl'ardeurdusoleilattlque,

N'ayantchairnisang,vissemblableauxDieux!

r古代詩集J中には ｢アナクレオン風オード｣と題して九篇の

小詩が並んでいるが ｢蝉｣はそのうちの-篇である｡アナクレ

オンは紀元前4世紀のギリシャの詩人｡風光明婚なテオスに生

れ､平明で雅致に富む軽快な愉楽の詩を書いた｡後代その詩風

を模倣した詞華集 rアナクレオンテア]An acreonteaが編まれ

るほど､アレクサンドリアやローマの詩人たちに愛された｡ル

コント･ド･リールの ｢蝉｣は､この rアナクレオンテアJの

43番目 (番号は刊本によって異なる)の所収の ｢蝉｣の翻訳詩

である｡

原詩は8音韻の変形イオニア詩脚 (2歩格)14行､かれはこ

れを10音綴 (5+5)13行の形式に移している｡一体に翻訳は

原詩より長めになるのが通常であるが､かれの場合は常に原詩

にできるだけ等しく､あるいはより短くなるように努力してい

る｡｢蝉｣の場合はほとんど直訳に近いとはいえ､しかし多少の

語句の改変や転置があり､この多少の変更のうちにかれ独自の

より緊密な く構成)-の工夫が十分に発揮されているのである｡

ギリシャ人は蝉を愛した｡邦人が秋の虫を楽しむように蝉を

龍に飼ってその声を楽しんだと云われる｡黄金の蝉はアポロン

の持ち物とされ､初期のアテナイ人たちは蝉型の留め金を髪に
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さして自分達がアテナイ生れの者である事の証しとしていた｡

蝉はまた復活､不死､変身の象徴でもあった｡以下に rアナク

レオンテアJの原詩の拙訳 (David A.Cambellの英訳よりの

重訳)を示しておく｡

蝉よ､お前は果報者､

高い木末に住みついて

露のしずくを飲みはして

王公さながら歌っている｡

野原や森に生えてるものは
I)め

どれもこれもお前の所有だ｡

でも畑の在軌 ま毒りはせぬから

百姓たちもお前が好きだ｡

夏来たりぬと告げるその歌､

人間どもはみな畳めそやす｡

薮轟も告簿もお前が気に入り､

不死の轟窪 を授けたもうた｡

歳月ゆいても老いもせぬ
めぐ

我らが土地の恵し子よ､

悩みも憂さもとんと知らずに

血のない休で生きている

お前はほんとに神さまみたいだ｡
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事2霊 パルナッシアン詩句抄 (中暮)

｢ラテン編習作｣より

Ⅰ

リューディア

青春の日々は去り､｢鳥勇続遥 舟｣もわれらを見捨てた｡

恋する博 もどこか遠くへ飛んで往った｡

眠気ばかりがしきりなこの頃｡かというて､

永遠の老さきを願うてなんになる?

住 雀 の爺神｣の翼が昔の良い時を奪うていった｡
LL(

夕べに吹く風に花々は傾いて凋んでいる｡

ままよ､ここの松の木か篠懸の葉番で

老いらくの恋を楽しもうよ｡

しち▲(
バラの冠を白髪頑に巻きつけて､飲もうではないか､

つかの間の老いの名残りをいざともに!
^7*A

おゝ ｢酒神｣よ､世の侍びしさうちやるに

汝が甘露にまさる良薬のほかにあろうか｡

子よ､そこな泉の水を汲んでこの酒を割っておくれ｡

そして､ラコニア風の丸暫結って､

白琴を小脇に楽しく歌いはしゃぐ

あのリューディアをここに呼んでおくれ｡
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r古代詩集｣

Etudeslatines

I

LYDIE.

Lajeunessenousqultte,etlesGracesaussi.

Lesdesirsamoureuxs'envolentavecCues,

Etlesommeilfacile.Aquoibonlesouci

DesEsperencesetemelles?

L'aileduvieuxSaturneemportemosbeauxJOurS,

Etlaneurinclineeauventdusoirsefame;

Viensal'ombredesplnSOuSOUSl'epaisplatane

Godterlestardivesamours.

Ceignonsmoscheveuxblan°sdecouronnesdeSroses;

Buvons,ilenesttempsencore,batons-nous!

Taliqueur,6Bacchus,destristessesmoroses

Estleremadeleplusdoux.

Enfant,trempelesvinsdamslasounニeprOChaine,

Etfa主svenirLydieauxriresenjoues,
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第2霊 バルナッシ7ン持句抄 (中集)

Avecsablanchelyreetsescheveuxnoues

A lamodebconienne.

r古代詩集｣所収の ｢ラテン編習作｣十八篇は､いずもホラチ

ウスの rオード集｣を粉本にしたもので､ことさら軽妙で箆な

享楽的作品を選んで葡訳している｡しかも訳詩の大半が人生を

退去する前の老人の情痴の詩である｡(我々はまたこれを以て

ローマの文化風俗の一端を覗うことができる｡)

この ｢リュ-ディア｣は原詩が6-61515脚の6節である

ものを､10-10-10-8音横の4節に転置している｡即ちオー

ド(詠歌)をむしろエピグラム (短歌)風に摘句して短縮して

いる.ここにもルコント･ド･リールの載訳修行における緊縮

的構成への意志を見ることができるのである｡

｢怒 りの日｣より

うたけ
いかに渇仰にもだえたとて､我らは宴に招かれていない｡

これより後､なにぴとが太古の書を強くであろうか､

生命に溢れた古代の言糞の､その語感はもはや喪失され､

碧空は沈黙し､文字はすべて死語と化したというのに｡
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選ばれた民のうえに精霊の宿ることは､もはやあるまい｡

強さ者あるいは正しき者が走られることも､もはやあるまい｡

母なる亜細亜の野は､はや干潤びて胎動に揺らぐことはなく､

不毛の太陽がすべての芽吹きを焼き焦がしているのである｡

いまもなお琶荷の畔り､その草間に禅定の沙門らは､

聖なる翠波のささめきに観想の耳を凝らしているだろう｡

しかし､悲しいかな､かれらの叡知の伴侶となるべき
い▲

ヴィシュヌの神は､碧帝の水蓮にすでに在さぬのだ｡

夷秋西欧は､いま暗い旺卓に囚われ､

不徳の群衆がいたるところに軌 ､眠りを貧っている｡

あたかもそれは､根の立ちくされた壕小の藤木の

緑ぐむことわずか一日の凋落の繁茂にすぎぬ｡

いナこ
何処ぞや､ヒヤシンスの花飾りを刻んだ我らが黄金の竪琴は?

至福の神々へと立ちのぼるかの乙女らの謙歌の合唱は?

エレシウス､デロス､そしてオリンピュアの若人の行進は?

醇朴なる心情のたばしるあれら古代の聖なる詩歌は?
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幕2霊 パルナッシアン持句抄 (中集)

然り､永劫の病いがいま至るところに瀦浸し､

精神の傷口が世紀の悪風にさらされて頼れている｡

されば､この汚軌 こみちた群衆の晋 をば忘れ去るべし､

いま一度､自然よ､我らをその浄らかなる嬰腕に抱擁せよ｡

大いなる吐息にたゆたう凪ぎの大海原よ､

不安に穿たれた我らが胸にさらに深い潮鳴りを響かせよ､

その大寒に湛えた朝露を､森よ､我らが頭上に惑臭せよ､

燦煩として運やく沈黙を､空よ､我らが内部に射し込めよ｡

I:な
すべての希望を空しくせるいま､最期の慰安を我らに与えよ､

賞りなき瓦襟の道に我らが裸足は傷ついている､

世間の騒按を遠くはなれたこの岬の頂きより､

風よ､未だ知られざる神々の足もとへ我らを運び去れ｡

森羅万象そこに掃し､そこに滅却するという浄福の死よ､

星辰を散りばめた汝が胸もとに汝が子らを受けいれよ､
くqさ

時劫の蛎､宿運の鎖をはなたれた我らにこそ､

もはや生に惑乱されることなき無 の平和を輿えかし｡

r古代詩集JI
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Diesirae

L'angoISSedudesirvainementnousconvie:

AulivreonglnelquiliJ7Ldisormais?

L'hommeaperdulesensdesparolesdevie:

L'esprltSetait,lalettreestmoJtepourJamaiS.

以下原詩省略

｢怒りの日｣はr古代詩集Jの捧尾を飾る4行29節の詩である｡

ここに表明された絶望感は､ルコント･ド･リールのみならず

当時の知的エリートに共通のムードであったと云える｡これは

産業主義的機械文明､ますます抽象化していく郡市文明に対す

る拒絶の早期症状であった｡古代の生々とした野生文明を延ら

せうる文化的土壌がもはや今日見出せないとすれば一一何故な

ら記号化した近代の概念言語に馴らされた者には､もはや古代

の生命言語を解読しうる能力を喪失しているから､そしてまた

自然への没入による原始感覚の奪回さえほとんど見込みのない

期待であるならば､残された唯一の救いは ｢時間と空間と数の

蛎から我らを開放する｣永遠の休息､即ち死しかないというこ

とになる｡
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第2霊 バルナッシアン持句珍 (中集)

人生の嫌悪､現代への呪祖を盛ったかれの (憂うつ詩篇)は､

次の r夷秋詩集Jlや r悲劇詩集Jには一層頻繁に現れてくる｡あ

たかもこの頃にはショーベン-ウエルの悲観哲学が､知識人た

ちの問に大流行するのである｡

ベルニカ

山中深く分け入った険しい崖に挟まれた場所､

太古の昔から訪れる旅人も稀な､

桃源の地もかくやと思われる秘境がある｡

麓の海の潮鳴りもこの山裾に消え絶えて､

まして巷の喧騒は遥か遠くに忘れられる幽地｡

這いからまる蔓に垂れるおびただしい鐘状花､

その花房の中にはしとどに蜜を含んだ紋雀蜂が眠り､

辺りに一面アロエの葉が密生して重なっている､

岩の割れ目から噴き出る清水は､

篇護たるせせらぎの響きを渓谷にたてている.

くれiL
夜明けの紅 いの横雲がうっすらと山々の峰にかかると､

ここ山嶺の浄界は､さし昇る旭日を迎えて､
みす書
瑞木や若葉の甘酸っぱい薫りが香炉のように煉りたち､

谷あいの深みからは目もあやに渦なして､

紫の霞が湧きあがり山の点に棚引きたゆたう｡
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真昼の碧空が真白い雲の岩を吐き出すと､

あちこちの木立の茂みに射し透る光の雨､

横間枝間を軽やかに捗りゆくその木漏れ日は､

燦として光りしたたる珠玉の粒を降らせ､

蔭暗い芝土に陽光の毒超 を撒き散らす｡

時おりく畿ちからは腹毛に夜露を垂らし､

耳をビンと立て､首を伸ばして辺りを窺い､

ひょっこりと跳び出してくる野生の山羊､

緑葉に埋もれた窪地の石に､危うげに

四肢を踏んぼり､とくとくの水を飲んでいる｡

黒々と群れる鳥の大群は､林梢から苔の岩場へ､

草薮から花畑へ､旋回し､かつ造指し､

ぁるいは汀に薫いて緑青の胸毛を水中に浸し､

あるいは岸辺に群れて昼の微風に巽を乾かし､

く萌し智 しくひしめいて羽根をつくろう｡

とみれば､衆烏一斉声を揃えて無辺際の大合唱､

あるいはうれしげに呼び会いてさえずり交わし､

また悩ましい恋の鮒 ､また高笑い､

しかもそれらのさやぎそそめく喧掻はいとも俳しく､

静かなここの空のたたずまいになお閑寂を添えている｡
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第2雷 バルナッシアン詩句抄 (中集)

この美しい法場の景色のなかに､魂は

おのずから伸び伸びと浸み透り､融け込み､

おのずから烏となり花となり､清水となり光となる｡

太古草味の清浄を衣装となして､

神のごとく言葉なく安らぎ静まる｡

- r夷秋詩集J

LEBERNICA

Perdusurlamontagne,entredeuxparoishautes,

Ilestunlieusauvage,aurevehospitalier,

Qui,dとslepremierjour,n'aconnuquepeud'h6tes;

Le bruitn'ymontepasdelamersurlesc6tes,

Nilarumerurdel'homme:onypeutoublier.

以下原詩省略

r夷秋詩集Jの内容は数百行にわたる長篇詩類と端正な形式の

小品頬とに大別される｡前者においては旧約や中世のキリス ト

教世界､北欧の rエッグ｣や rカレワラ｣の世界､ケル ト伝説

やプル トン民話の世界､イスラム･インドや近古スペインの世

界に材題がとられている｡一体に主題は暗く陰うつである｡諸

伝説の英雄や王､恋人たちの死や絶望､猛々しい復讐や憎悪､氷

の世界に於ける孤独や幻影､熱帯砂漠の情念､教会僧侶の懐疑
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や不信など､こうした主題の暗さは叙法の平坦さにともなう退

屈も加わって､この詩集の読書を決して楽しいものにはしてい

ない｡

しかし作者自信がもっとも力を注いだのは､これらの｢人類の

思索の蓄積｣を再現せんとした叙事詩頬であったろう｡かれは

片々たる叙情詩人であるよりも､このような客観的かつ学殖的

な叙事詩の作り手たらんとしたのである｡r古代詩集JIのインド

やギリシャには光があった｡救いがあった｡しかしここには暗

い絶望と情念のうず巻があるのみである｡

しかしやはりルコント･ド･リールは叙事の作家であるより画

面の作家だ｡事件の背景である状景の描写にはすぐれた手腕を

発揮する｡そしてこの描写が形式性をもった小品頬になると､

さらに印象的になっている｡荘厳な野生自然の描写､威風堂々

たる動物の活写において､かれはボードールなどが指摘するよ

うに､フランス最大の風景詩人､動物詩人である｡

｢ベル二カ｣はかれの桃花源記である｡インド洋上の熱帯の島

ブルボン島 (現在レユニオン島)に-峡谷があり､そこに源を

発する渓流がベルニカであるという｡ブルボン島はかれが生ま

れて幼時を過ごした土地であり､それが即ちかれの極楽浄土の

-原型となっているのである｡

現代人へ

君らは夢もなく志もなく､だらだらと意気地なく､
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くナ
不毛の荒地よりも痩せさらばえ老い預れて生きている｡

すでに産声をあげたその時から､時代の剃刀によって､

浄刺とした生気も深い情念も去勢されてしまっているのだ｡

君らの頑のなかは空っぽ､君らの胸も空っぽだ｡

しかも腐りきったその血と病みくさいその溜め息で､
I

この世界を無惨に汚し回っている｡この纏えよごれた泥土には

ただ低劣な死のみが芽ぶくばかりだ｡

人間よ､神々の事式逆者よ､いずれその時はやってくる､

君らが､かたわらに貴金財宝を山と積み上げて､

母なる大地の骨までしゃぶり尽くし､

しかも昼も夜も為すべきなにごとをも知らず､

ただ倦怠のきわみにあって空しい些事に顔れ､

ポケットを紙幣でふくらませたまま獣のごとく死する日が｡

- r夷秋詩集J

AUXMODERNES

Vousvivezlachement,sansrave,sansdessin,

Plusvieux,plusdecripitsquelaten･einfeconde,

ChatresdとsleberceauparlesiとCleassassin

DetoutepassionvlgOureuSeetprOfbnde.
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Votrecervelleestvideautantquevotresein,

EtvousavezsouillecemiseJ7Lblemonde

D'unsangsico汀Ompu,d'unsoumesimalsain,

Quelamortgermeseuleencetteboueimmonde.

Hommes,tueursdeDieux,lestempsnesontpaSloin

Oも,surungrandtasd'orvautresdamsquelquecoin,

AyantrongelesolnourricierJuSqu'auxroches,

Nesachantfaireriennidesjoursnidesnuits,

Noyesdamslemeantdessupremesennuis,

Vousmou汀eZbetementenemplissantγospoches.

r夷秋詩集Jの後半部には (憂讐詩篇)とも呼びうる厭世ムー

ドの濃厚な沈曹な作品が集中している｡これらは世糸己末のデカ

ダンス詩人達の憂世とは些か趣きを異にするもので､強固な生

命意志 (かれは身休頑丈であり生涯貧困に耐えて鍛えられてき

た)と､繊烈な倫理性との裏返しの表現であったと思われる｡

クレオル (西インド諸島などの旧植民地生まれの白人)といえ

ば一般に怠惰な人間の代名詞のごとく見なされるが､かれ自身

は一方に北方ヴァイキングの精悼な血を引いた自制心の強い勤

勉な男であった｡

かれはまた学匠詩人であるが､決して理知至上主義の平静の

みを好む者ではない｡かれの理知は実証主義者の意匠をまとっ
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ているとはいえ､到達不能の､あるいは回復不能の理想にとり

つかれたその心情の熱烈さは､かれが真底において永遠のロマ

ン派であったことを証している｡｢現代人-｣は､産業資本主義

の煤煙のなかで我もの顔に跳梁する栖劣な拝金主義の徒への罵

倒である｡｢我 レハ俗衆ヲ忌 ミテコレヲ遠ザクル｣Odi

profanumvulgusetarceoというホラチウスの詩句は生涯の

かれの座右銘であった｡R･サバチエは次のごとくルコント･ド･

リールの人生を要約している､｢かれは生涯自己の節義を貢い

た｡世上の雑音にまどわされず､己れの客観芸術の完成を目指

した｡自侍心は非情に強かったが決してうぬぼれることはなか

った｡あくまでその知的潔癖をつらぬいたのである｣と｡
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あとがき

｢パルナッシアン｣というのはもともと､パルナッソス山 (ギリシャ中央部にあ

る､アポロとミューズたちの棲居とされる峯)に住む者､すなわち詩人 ･伶人を

さす雅語である｡これを ｢高踏派｣と訳しているその ｢高踏｣というのは､人生

の栄華利益などに意をとめず､高く己れを持して世俗の外にいる､という意味で

ある｡そこでパルナッシアンというのは風雅高潔の詩人､つまり要するに上等の

詩人ということにはかならない｡

だが文学史でいうパルナッシアン(高踏派)とは､1850年頃からルコント･ド･

リールを中心として20-30年間フランス詩壇に接頭してきた詩人たちをいう｡具

休的には当時三度にわたって編纂された r現代高踏詩集｣(パルナッス･コンクン

ボラン)誌に寄稿した詩人たちと解される｡一般にパルナッシアンと呼ばれるち

のの主な名をあげれば､ルコント･ド･リール､バンヴィル､シュリ･プリュド

ム､エレディア､レオン･ディエルクス､カチュル･マンデス､コッペ､ルイ･ブ

イエ､ルイ･メナール､アンドレ･ルモワ-ヌ､エマヌエル ･デゼッサール､グ

ラティニー､ジャン･ラオール (アンリ･カザリス)､ルイーグザヴィエ･ド･リ

カ-ル､レオン･バラード､等である｡

第一次 r現代高踏詩集Jにはボードレール､ヴェルレ-ヌ､マラルメなども寄

稿した｡また第二次 r現代高踏詩集Jにはリラダン､アナトール･フランスが､さ

らに第三次集には雑多な群小詩人もおおく混じっていた｡つまり1870年頃になる

と高踏派というのは､ひとつのエコルというより､さまざまな詩法の詩人たちが

一時的に寄寓する雑居の場にすぎなくなっていた｡したがってこの狭義にいうパ

ルナッシアンというのがなにものかを厳密に定義することは､少々困難をともな
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う｡ここではとりあえず文学史の通念にしたがって上にあげたような人物をパル

ナッシアンと呼んでおく｡アンドレ･シェニエ､ヴィニー､ゴーチエなどはそう

したパルナッシアンの美学を準備した先駆者とみなされている｡

ボードレール､ランボー､マラルメ､ヴァレリ-･･･これらの詩人たちはいまな

お生きている､すなわちかれらについては- フランスにおいても日本において

もー一今もなお多くのことが語られ､研究され､批評されている｡だがパルナッ

シアンとはなにものか｡かれらはそのほとんどが今日忘れられた詩人たちである｡

ましてやわが国において､かれらの名前は､フランス文学の愛好者のあいだでさ

えなじみの薄いものがある.パルナッシアンとはなにものか｡一般になにもので

あると見なされているのか｡こころみに手もとにある文学辞典をひらいてその記

述をみてみよう｡

｢パルナッス､

十九世紀フランス詩の一派｡ルメ-ル出版社よりr現代高騰詩集J(パルナッス･

コンタンボラン)という名のもとに三度の詞華集 (1866,1871,1876年)が刊行さ

れたのを契機にその名が冠せられた詩人たちの一群｡この詞華集にはルコント･

ド･リール､シュリ･プリュドム､エレディア､コッペ､ヴェルレーヌ､L･ディ

エルクス､J･ラオール､C･マンデス､マラルメなどの作品が収録された｡

もっともパルナッシアンの美学はその前にてずにC･マンデスの 陀フ想｣誌､お

よびクザヴィエ･ド･リカールの r進歩J誌､r芸術J誌に表明されていた｡これ

らの詩人たち､- これにさらにL･メナール､L･ブイ工といった独自な立場に

たつ詩人を加えなければならないが- ､かれらの傾向は雑多ではあったが､い

ずれもはじめはみな 〈散漫な詩法に対する嫌悪〉､ユーゴーなどの自我中心的な叙

情からの隔離を表明していた｡かれらがともに師匠として仰いだのは､T･ゴーチ
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エである.ゴーチエは､はやくrモーパン嬢Jの序文 (1836)の頃から､わたく

L的な主情主観の文学､あるいは予言者的な社会救済の文学を告発して､客観的

な美学を説いていた.ボードレール､かれはその桐介なべシミスムをあらわにし

て俗衆を見下し､きわめて厳密な芸術創作のうちにのみ慰安を兄いだそうとして

いた｡バンヴィル､かれはなによりも詩作の ｢技巧｣が優先すると説く｡最後に

ルコント･ド･リール､かれの ｢非わたくL的｣な詩作が当時の､十九世阜己とい

う科学の時代にふさわしい詩の理想を詩人たちに提供した｡

じつにこの私情の否定､非個人性の追及ということが高踏派の詩の罪-の特性

である｡ルコント･ド･リールは書いている､｢｢鮫に世にいう自我のこころの悩

みとかよろこびなどというものの告白のなかには､虚栄があるし､安っぽい俗物

根性に粉飾されている｡｣その点で高踏派は､ロマン派とはラディカルに挟を別つ

のである｡かれらは叙情の露出を排斥する｡好んでそのテーマを遠い過去のギリ

シャやインドなどに求めていく｡個人的な感情にかえるにより知的な学匠的な詩

想をもってくる｡詩と科学とを緊密にむすびつけようとする､いやそれを合休す

らさせようと主張する｡ルコント･ド･リールは､過去の文明のすがたをそのす

べての細部にわたって忠実に再現しようと意識をかたむける｡エレディアは､古

文書学校の学生であった題蓄をかたむけて､ギリシャ､ローマ､ルネッサンス､あ

るいはかってのスペインなどの地方色ゆたかな書面を収集した詩をつくる｡シュ

リ･プリュドムはさらに一歩すすんで､哲学的､科学的な詩を構想しつつ､フラ

ンスのルクレティウスと呼ばれる栄誉を得ようと意気ごむ｡しかしながら残念な

ことに､こうした ｢不感無覚｣-の意気ごみが､かれらにおいてはたんに感受性

の不足をおおいかくしているのにすぎない場合がしばしばあるのである｡かれら

のポエジーが､美術館の冷やかな陳列室にすぎなくおもえる場合がでてくる｡ル

コント･ド･リールはその最上の作品が､むしろロマン主義になじみの色彩過剰

なユキゾテイスムの展開である｡それにシュリ･プリュドムの科学詩は､おなじ
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かれの内面の悲哀や淡いよろこびをテーマにした小品類にくらべると､あきらか

に詩として劣っているのである｡

パルナッシアンのポエジーは､それが客観主義や現実描写にむかうときには､つ

ねに散文的な次元におちいる危険をはらんでいる｡たとえそれが､コッペのパリ

風景の素描のような､つつましい描写であっても同様なのであって､結局は平板

月並みな､今日からみればむしろおおげさな感傷 (センチメント)におおわれた

作品としか思われない｡

だがともかくもパルナッス派が形式によって内容を救おうとしたこと､そして

かれらが非のうちどころのない技巧と完蟹な芸術との模範であるということは､

事実である.師のルコント･ド･リールに弟子たちが問いかけたこと､それは畷

壇のない充溢した詩句の作法の秘訣であった｡｢永遠なる堅牢さをもたぬ作品にな

んの意味があろうぞ?｣と｡だがなにものも偶然の放窓にまかせまいとするその

詩法は､たとえばバンヴィルにしたがえぱたんにただ完全脚韻の絶えざる追及､絵

画や彫塑芸術の模擬､そしてついにはルコント･ド･リールにおけるような大理

石像の冷やかな不動の厳密性にいたりつく｡エレディアにおいては金属的な音響

とあくことのない彫琢との遊戯となる｡あるいはコッペのいくつかの詩のように

都会風景の写真的引き写しとなる｡とどのつまりここには美のポエジーが希薄で

ある､感受性のふるえるおののきがない､ニュアンスの芸術がない､言い得るこ

とあるいは言い得ないことによって詩句が啓示するはずのあの神秘が喚起されて

いない｡

高騰派はしかしながら､多くの詩人たちをロマン派の安易な詩法から解放する

のに貞献した｡マラルメもヴェルレーヌも高踏派から出発しながら､これに負う

ものはおそらく多大のはずである｡ところで外国に対する高踏派の影響はごく限

られた範囲にすぎない｡ ドイツの若干のマイナー詩人に対する影響と､スペイン

系の近代詩人ルベン･グリーオか考えられるにとどまる｡｣rラフオン･ボンピア-
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こ刊､世界文芸辞典Jより｡

他のいくつかの文学辞典をひらいてみてもいずれ似たような記述に出会うであ

ろう｡つまりここにのべられたようなことがパルナッシアンに対する一般の通念

である｡文学史が高踏派にあたえる価値評価はおおむね消極的であり､かれらは

時代に限定された､そしてまた次代の詩的運動のなかに発展的に解消されるべき

過渡の段階にすぎかった｡すなわちパルナッスとは､ロマン主義の奔流からひき

つづきつつ､やがて象徴主義などの新しい詩想の深い叢林のなかに吸収されるべ

きひとつの支流- あるいは逆流- にすぎなかったのであると.

わたくLはこうした通念にしいて異を唱えようとするのではない｡だが一般に

一流といわれる詩人の作品のなかにも二流の詩があり､忘れ去られるべき詩人の

なかにも忘れ去られるには惜しい詩がおうおうにあることは､いつの時代にも真

実であろう｡それにまた詩作品として必ずしも最上ではないにしても､そこに盛

られた詩的想念が当時のひとびとには思いもかけなかった切迫した真実性をもっ

て､今日のわれわれに訴えかけてくる場合もある｡わたくLは朝訳した作品の選

択の中に､あるいはそれにくわえた評釈の言葉のなかに､わたくしなりのささや

かな主張をこめたつもりであるoただ翻訳の力量不足のために､ヴィニーのいう

｢海に投げられた瓶｣､これら忘れられた詩人たちの精神的メッセージを､充分に

ったえることができなかったことが浅念である｡

1993年 11月記｡
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